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(57)【要約】
【課題】端末装置および基地局装置が互いにＵｐＰＴＳ
またはＳＲＳを用いて効率的に通信すること。
【解決手段】端末装置は、スペシャルサブフレームのＵ
ｐＰＴＳに対してＳＲＳ系列の長さを算出するために用
いられる第１のパラメータの再設定が適用されることを
示すセルスペシフィックパラメータを受信し、ＳＲＳを
送信し、第１のパラメータの再設定が有効にされている
場合、第１のパラメータの値は複数の値のうち所定の値
と同じ、または、前記所定の値よりも小さい値であり、
且つ、複数の値のうち最も大きい値であり、ＵｐＰＴＳ
における第１のシンボルに対して所定の値は上りリンク
帯域幅設定の値であり、ＵｐＰＴＳにおける第２のシン
ボルに対して所定の値は上りリンク帯域幅設定の値から
ＵｐＰＴＳにおけるフォーマット４ＰＲＡＣＨの数を６
倍した値を減算した値である。
【選択図】図２２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ装置スペシフィックパラメータ、第１のセルスペシフィックパラメータ、および
、第２のセルスペシフィックパラメータを受信する受信部と、
　ＳＲＳ（Sounding Reference Signal）を送信する送信部と、を備え、
　前記第１のセルスペシフィックパラメータは、ＳＲＳ帯域幅設定を示し、
　前記第２のセルスペシフィックパラメータは、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴＳ（
Uplink Pilot Time Slot）に対して、ＳＲＳ系列の長さを算出するために用いられる第１
のパラメータの再設定が適用されることを示し、
　上りリンクサブフレームに対して、前記第１のパラメータの値は、前記ユーザ装置スペ
シフィックパラメータ、前記第１のセルスペシフィックパラメータ、および、周波数領域
におけるリソースブロックのサイズの倍数によって表される上りリンク帯域幅設定に、少
なくとも基づき、
　前記ＵｐＰＴＳに対して、前記第２のセルスペシフィックパラメータによって前記第１
のパラメータの再設定が有効にされている場合、前記第１のパラメータの値は、複数の値
のうち所定の値と同じ、または、前記所定の値よりも小さい値であり、且つ、前記複数の
値のうち最も大きい値であり、
　前記ＵｐＰＴＳにおける第１のシンボルに対して、前記所定の値は前記上りリンク帯域
幅設定の値であり、
　前記ＵｐＰＴＳにおける第２のシンボルに対して、前記所定の値は前記上りリンク帯域
幅設定の値から第１の値を減算した値であり、
　前記第１の値は、前記ＵｐＰＴＳにおけるフォーマット４ＰＲＡＣＨ（Physical Rando
m Access CHannel）の数を６倍した値である
　端末装置。
【請求項２】
　前記ＵｐＰＴＳにおける前記第１のシンボルは、時間領域において、前記ＵｐＰＴＳに
おける所定のシンボルよりも前のシンボルを含み、
　前記ＵｐＰＴＳにおける前記第２のシンボルは、時間領域において、前記所定のシンボ
ル、および、前記所定のシンボルよりも後のシンボルを含む
　請求項１の端末装置。
【請求項３】
　前記ＵｐＰＴＳにおける前記第２のシンボルの数は、上りリンクサイクリックプリフィ
ックス設定に基づく
　請求項１または２の端末装置。
【請求項４】
　前記ＵｐＰＴＳに対して、前記第２のセルスペシフィックパラメータによって前記第１
のパラメータの再設定が無効にされている場合、前記第１のパラメータの値は、前記上り
リンクサブフレームに対する前記第１のパラメータの値と同じである
　請求項１から３の何れかの端末装置。
【請求項５】
　前記複数の値は、少なくとも、前記上りリンク帯域幅設定の値に基づく
　請求項１端末装置。
【請求項６】
　前記複数の値は、少なくとも、前記ＳＲＳ帯域幅設定の値に対応する
　請求項１または５の端末装置。
【請求項７】
　前記第１のパラメータの再設定は、前記ユーザ装置スペシフィックパラメータの値が０
の場合にのみ適用される
　請求項１、５、または、６の何れかの端末装置。
【請求項８】
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　前記複数の値は、前記上りリンク帯域幅設定に対する前記第１のパラメータの値の候補
である
　請求項１、５、６、または、７の何れかの端末装置。
【請求項９】
　前記複数の値は、前記ユーザ装置スペシフィックパラメータの値が０の場合において、
前記上りリンク帯域幅設定に対する前記ＳＲＳ帯域幅設定のセットに対応する
　請求項１の端末装置。
【請求項１０】
　ユーザ装置スペシフィックパラメータ、第１のセルスペシフィックパラメータ、および
、第２のセルスペシフィックパラメータを送信する送信部と、
　ＳＲＳ（Sounding Reference Signal）を受信する受信部と、を備え、
　前記第１のセルスペシフィックパラメータは、ＳＲＳ帯域幅設定を示し、
　前記第２のセルスペシフィックパラメータは、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴＳ（
Uplink Pilot Time Slot）に対して、ＳＲＳ系列の長さを算出するために用いられる第１
のパラメータの再設定が適用されることを示し、
　上りリンクサブフレームに対して、前記第１のパラメータの値は、前記ユーザ装置スペ
シフィックパラメータ、前記第１のセルスペシフィックパラメータ、および、周波数領域
におけるリソースブロックのサイズの倍数によって表される上りリンク帯域幅設定に、少
なくとも基づき、
　前記ＵｐＰＴＳに対して、前記第２のセルスペシフィックパラメータによって前記第１
のパラメータの再設定が有効にされている場合、前記第１のパラメータの値は、複数の値
のうち所定の値と同じ、または、前記所定の値よりも小さい値であり、且つ、前記複数の
値のうち最も大きい値であり、
　前記ＵｐＰＴＳにおける第１のシンボルに対して、前記所定の値は前記上りリンク帯域
幅設定の値であり、
　前記ＵｐＰＴＳにおける第２のシンボルに対して、前記所定の値は前記上りリンク帯域
幅設定の値から第１の値を減算した値であり、
　前記第１の値は、前記ＵｐＰＴＳにおけるフォーマット４ＰＲＡＣＨ（Physical Rando
m Access CHannel）の数を６倍した値である
　基地局装置。
【請求項１１】
　前記ＵｐＰＴＳにおける前記第１のシンボルは、時間領域において、前記ＵｐＰＴＳに
おける所定のシンボルよりも前のシンボルを含み、
　前記ＵｐＰＴＳにおける前記第２のシンボルは、時間領域において、前記所定のシンボ
ル、および、前記所定のシンボルよりも後のシンボルを含む
　請求項１０の基地局装置。
【請求項１２】
　前記ＵｐＰＴＳにおける前記第２のシンボルの数は、上りリンクサイクリックプリフィ
ックス設定に基づく
　請求項１０または１１の基地局装置。
【請求項１３】
　前記ＵｐＰＴＳに対して、前記第２のセルスペシフィックパラメータによって前記第１
のパラメータの再設定が無効にされている場合、前記第１のパラメータの値は、前記上り
リンクサブフレームに対する前記第１のパラメータの値と同じである
　請求項１０から１２の何れかの基地局装置。
【請求項１４】
　前記複数の値は、少なくとも、前記上りリンク帯域幅設定の値に基づく
　請求項１０の基地局装置。
【請求項１５】
　前記複数の値は、少なくとも、前記ＳＲＳ帯域幅設定の値に対応する
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　請求項１０または１４の基地局装置。
【請求項１６】
　前記第１のパラメータの再設定は、前記ユーザ装置スペシフィックパラメータの値が０
の場合にのみ適用される
　請求項１０、１４、または、１５の何れかの基地局装置。
【請求項１７】
　前記複数の値は、前記上りリンク帯域幅設定に対する前記第１のパラメータの値の候補
である
　請求項１０、１４、１５、または、１６の何れかの基地局装置。
【請求項１８】
　前記複数の値は、前記ユーザ装置スペシフィックパラメータの値が０の場合において、
前記上りリンク帯域幅設定に対する前記ＳＲＳ帯域幅設定のセットに対応する
　請求項１０の基地局装置。
【請求項１９】
　端末装置に用いられる通信方法であって、
　ユーザ装置スペシフィックパラメータ、第１のセルスペシフィックパラメータ、および
、第２のセルスペシフィックパラメータを受信し、
　ＳＲＳ（Sounding Reference Signal）を送信し、
　前記第１のセルスペシフィックパラメータは、ＳＲＳ帯域幅設定を示し、
　前記第２のセルスペシフィックパラメータは、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴＳ（
Uplink Pilot Time Slot）に対して、ＳＲＳ系列の長さを算出するために用いられる第１
のパラメータの再設定が適用されることを示し、
　上りリンクサブフレームに対して、前記第１のパラメータの値は、前記ユーザ装置スペ
シフィックパラメータ、前記第１のセルスペシフィックパラメータ、および、周波数領域
におけるリソースブロックのサイズの倍数によって表される上りリンク帯域幅設定に、少
なくとも基づき、
　前記ＵｐＰＴＳに対して、前記第２のセルスペシフィックパラメータによって前記第１
のパラメータの再設定が有効にされている場合、前記第１のパラメータの値は、複数の値
のうち所定の値と同じ、または、前記所定の値よりも小さい値であり、且つ、前記複数の
値のうち最も大きい値であり、
　前記ＵｐＰＴＳにおける第１のシンボルに対して、前記所定の値は前記上りリンク帯域
幅設定の値であり、
　前記ＵｐＰＴＳにおける第２のシンボルに対して、前記所定の値は前記上りリンク帯域
幅設定の値から第１の値を減算した値であり、
　前記第１の値は、前記ＵｐＰＴＳにおけるフォーマット４ＰＲＡＣＨ（Physical Rando
m Access CHannel）の数を６倍した値である
　通信方法。
【請求項２０】
　基地局装置に用いられる通信方法であって、
　ユーザ装置スペシフィックパラメータ、第１のセルスペシフィックパラメータ、および
、第２のセルスペシフィックパラメータを送信し、
　ＳＲＳ（Sounding Reference Signal）を受信し、
　前記第１のセルスペシフィックパラメータは、ＳＲＳ帯域幅設定を示し、
　前記第２のセルスペシフィックパラメータは、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴＳ（
Uplink Pilot Time Slot）に対して、ＳＲＳ系列の長さを算出するために用いられる第１
のパラメータの再設定が適用されることを示し、
　上りリンクサブフレームに対して、前記第１のパラメータの値は、前記ユーザ装置スペ
シフィックパラメータ、前記第１のセルスペシフィックパラメータ、および、周波数領域
におけるリソースブロックのサイズの倍数によって表される上りリンク帯域幅設定に、少
なくとも基づき、



(5) JP 2018-186315 A 2018.11.22

10

20

30

40

50

　前記ＵｐＰＴＳに対して、前記第２のセルスペシフィックパラメータによって前記第１
のパラメータの再設定が有効にされている場合、前記第１のパラメータの値は、複数の値
のうち所定の値と同じ、または、前記所定の値よりも小さい値であり、且つ、前記複数の
値のうち最も大きい値であり、
　前記ＵｐＰＴＳにおける第１のシンボルに対して、前記所定の値は前記上りリンク帯域
幅設定の値であり、
　前記ＵｐＰＴＳにおける第２のシンボルに対して、前記所定の値は前記上りリンク帯域
幅設定の値から第１の値を減算した値であり、
　前記第１の値は、前記ＵｐＰＴＳにおけるフォーマット４ＰＲＡＣＨ（Physical Rando
m Access CHannel）の数を６倍した値である
　通信方法。
【請求項２１】
　端末装置に実装される集積回路であって、
　ユーザ装置スペシフィックパラメータ、第１のセルスペシフィックパラメータ、および
、第２のセルスペシフィックパラメータを受信する受信回路と、
　ＳＲＳ（Sounding Reference Signal）を送信する送信回路と、を備え、
　前記第１のセルスペシフィックパラメータは、ＳＲＳ帯域幅設定を示し、
　前記第２のセルスペシフィックパラメータは、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴＳ（
Uplink Pilot Time Slot）に対して、ＳＲＳ系列の長さを算出するために用いられる第１
のパラメータの再設定が適用されることを示し、
　上りリンクサブフレームに対して、前記第１のパラメータの値は、前記ユーザ装置スペ
シフィックパラメータ、前記第１のセルスペシフィックパラメータ、および、周波数領域
におけるリソースブロックのサイズの倍数によって表される上りリンク帯域幅設定に、少
なくとも基づき、
　前記ＵｐＰＴＳに対して、前記第２のセルスペシフィックパラメータによって前記第１
のパラメータの再設定が有効にされている場合、前記第１のパラメータの値は、複数の値
のうち所定の値と同じ、または、前記所定の値よりも小さい値であり、且つ、前記複数の
値のうち最も大きい値であり、
　前記ＵｐＰＴＳにおける第１のシンボルに対して、前記所定の値は前記上りリンク帯域
幅設定の値であり、
　前記ＵｐＰＴＳにおける第２のシンボルに対して、前記所定の値は前記上りリンク帯域
幅設定の値から第１の値を減算した値であり、
　前記第１の値は、前記ＵｐＰＴＳにおけるフォーマット４ＰＲＡＣＨ（Physical Rando
m Access CHannel）の数を６倍した値である
　集積回路。
【請求項２２】
　基地局装置に実装される集積回路であって、
　ユーザ装置スペシフィックパラメータ、第１のセルスペシフィックパラメータ、および
、第２のセルスペシフィックパラメータを送信する送信回路と、
　ＳＲＳ（Sounding Reference Signal）を受信する受信回路と、を備え、
　前記第１のセルスペシフィックパラメータは、ＳＲＳ帯域幅設定を示し、
　前記第２のセルスペシフィックパラメータは、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴＳ（
Uplink Pilot Time Slot）に対して、ＳＲＳ系列の長さを算出するために用いられる第１
のパラメータの再設定が適用されることを示し、
　上りリンクサブフレームに対して、前記第１のパラメータの値は、前記ユーザ装置スペ
シフィックパラメータ、前記第１のセルスペシフィックパラメータ、および、周波数領域
におけるリソースブロックのサイズの倍数によって表される上りリンク帯域幅設定に、少
なくとも基づき、
　前記ＵｐＰＴＳに対して、前記第２のセルスペシフィックパラメータによって前記第１
のパラメータの再設定が有効にされている場合、前記第１のパラメータの値は、複数の値
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のうち所定の値と同じ、または、前記所定の値よりも小さい値であり、且つ、前記複数の
値のうち最も大きい値であり、
　前記ＵｐＰＴＳにおける第１のシンボルに対して、前記所定の値は前記上りリンク帯域
幅設定の値であり、
　前記ＵｐＰＴＳにおける第２のシンボルに対して、前記所定の値は前記上りリンク帯域
幅設定の値から第１の値を減算した値であり、
　前記第１の値は、前記ＵｐＰＴＳにおけるフォーマット４ＰＲＡＣＨ（Physical Rando
m Access CHannel）の数を６倍した値である
　集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置、基地局装置、通信方法および集積回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー移動通信の無線アクセス方式および無線ネットワーク（以下、「Long Term Ev
olution （LTE）」、または、「Evolved Universal Terrestrial Radio Access : EUTRA
」と称する。）が、第三世代パートナーシッププロジェクト（3rd Generation Partnersh
ip Project: 3GPP）において検討されている。ＬＴＥでは、基地局装置をｅＮｏｄｅＢ（
evolved NodeB）、端末装置をＵＥ（User Equipment）とも称する。ＬＴＥは、基地局装
置がカバーするエリアをセル状に複数配置するセルラー通信システムである。単一の基地
局装置は複数のセルを管理してもよい。
【０００３】
　３ＧＰＰによって、端末装置が５つまでのサービングセル（コンポーネントキャリア）
において同時に送信、および／または、受信を行うことができるキャリアアグリゲーショ
ンが仕様化されている。
【０００４】
　ＬＴＥは、時分割複信（Time Division Duplex: TDD）に対応している。ＴＤＤ方式を
採用したＬＴＥをＴＤ－ＬＴＥまたはＬＴＥ　ＴＤＤとも称する。ＴＤＤにおいて、上り
リンク信号と下りリンク信号が時分割多重される。また、ＬＴＥは、周波数分割複信（Fr
equency Division Duplex: FDD）に対応している。
【０００５】
　３ＧＰＰにおいて、ＳＲＳのキャパシティの強化のために、ＳＲＳ送信のためのＵｐＰ
ＴＳにおけるＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Carrier-Frequency Division Multiple Access）
シンボルの数を増やすことが検討されている（非特許文献１）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】"WF on SRS capacity enhancements", R1-154784, ZTE, CMCC, Alcatel
 Lucent, Alcatel-Lucent Shanghai Bell, CATR, CATT, ITRI, KT, Samsung, 3GPP TSG R
AN1 Meeting #82, Beijing, China, 24th - 28th August 2015.
【非特許文献２】"3GPP TS 36.211 V12.5.0 (2015-03)", 26th March, 2015.
【非特許文献３】"3GPP TS 36.213 V12.5.0 (2015-03)", 26th March, 2015.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、その目的は、ＵｐＰＴＳまたはＳＲＳ
を用いて効率的に基地局装置と通信することができる端末装置、該端末装置と通信する基
地局装置、該端末装置に用いられる通信方法、該基地局装置に用いられる通信方法、該端
末装置に実装される集積回路、該基地局装置に実装される集積回路を提供することである
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。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　（１）本発明の態様は、以下のような手段を講じた。すなわち、本発明の第１の態様は
、端末装置であって、ユーザ装置スペシフィックパラメータ、第１のセルスペシフィック
パラメータ、および、第２のセルスペシフィックパラメータを受信する受信部と、ＳＲＳ
（Sounding Reference Signal）を送信する送信部と、を備え、前記第１のセルスペシフ
ィックパラメータは、ＳＲＳ帯域幅設定を示し、前記第２のセルスペシフィックパラメー
タは、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴＳ（Uplink Pilot Time Slot）に対して、ＳＲ
Ｓ系列の長さを算出するために用いられる第１のパラメータの再設定が適用されることを
示し、上りリンクサブフレームに対して、前記第１のパラメータの値は、前記ユーザ装置
スペシフィックパラメータ、前記第１のセルスペシフィックパラメータ、および、周波数
領域におけるリソースブロックのサイズの倍数によって表される上りリンク帯域幅設定に
、少なくとも基づき、前記ＵｐＰＴＳに対して、前記第２のセルスペシフィックパラメー
タによって前記第１のパラメータの再設定が有効にされている場合、前記第１のパラメー
タの値は、複数の値のうち所定の値と同じ、または、前記所定の値よりも小さい値であり
、且つ、前記複数の値のうち最も大きい値であり、前記ＵｐＰＴＳにおける第１のシンボ
ルに対して、前記所定の値は前記上りリンク帯域幅設定の値であり、前記ＵｐＰＴＳにお
ける第２のシンボルに対して、前記所定の値は前記上りリンク帯域幅設定の値から第１の
値を減算した値であり、前記第１の値は、前記ＵｐＰＴＳにおけるフォーマット４ＰＲＡ
ＣＨ（Physical Random Access CHannel）の数を６倍した値である。
【０００９】
　（２）本発明の第２の態様は、基地局装置であって、ユーザ装置スペシフィックパラメ
ータ、第１のセルスペシフィックパラメータ、および、第２のセルスペシフィックパラメ
ータを送信する送信部と、ＳＲＳ（Sounding Reference Signal）を受信する受信部と、
を備え、前記第１のセルスペシフィックパラメータは、ＳＲＳ帯域幅設定を示し、前記第
２のセルスペシフィックパラメータは、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴＳ（Uplink P
ilot Time Slot）に対して、ＳＲＳ系列の長さを算出するために用いられる第１のパラメ
ータの再設定が適用されることを示し、上りリンクサブフレームに対して、前記第１のパ
ラメータの値は、前記ユーザ装置スペシフィックパラメータ、前記第１のセルスペシフィ
ックパラメータ、および、周波数領域におけるリソースブロックのサイズの倍数によって
表される上りリンク帯域幅設定に、少なくとも基づき、前記ＵｐＰＴＳに対して、前記第
２のセルスペシフィックパラメータによって前記第１のパラメータの再設定が有効にされ
ている場合、前記第１のパラメータの値は、複数の値のうち所定の値と同じ、または、前
記所定の値よりも小さい値であり、且つ、前記複数の値のうち最も大きい値であり、前記
ＵｐＰＴＳにおける第１のシンボルに対して、前記所定の値は前記上りリンク帯域幅設定
の値であり、前記ＵｐＰＴＳにおける第２のシンボルに対して、前記所定の値は前記上り
リンク帯域幅設定の値から第１の値を減算した値であり、前記第１の値は、前記ＵｐＰＴ
Ｓにおけるフォーマット４ＰＲＡＣＨ（Physical Random Access CHannel）の数を６倍し
た値である。
【００１０】
　（３）本発明の第３の態様は、端末装置に用いられる通信方法であって、ユーザ装置ス
ペシフィックパラメータ、第１のセルスペシフィックパラメータ、および、第２のセルス
ペシフィックパラメータを受信し、ＳＲＳ（Sounding Reference Signal）を送信し、前
記第１のセルスペシフィックパラメータは、ＳＲＳ帯域幅設定を示し、前記第２のセルス
ペシフィックパラメータは、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴＳ（Uplink Pilot Time 
Slot）に対して、ＳＲＳ系列の長さを算出するために用いられる第１のパラメータの再設
定が適用されることを示し、上りリンクサブフレームに対して、前記第１のパラメータの
値は、前記ユーザ装置スペシフィックパラメータ、前記第１のセルスペシフィックパラメ
ータ、および、周波数領域におけるリソースブロックのサイズの倍数によって表される上
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りリンク帯域幅設定に、少なくとも基づき、前記ＵｐＰＴＳに対して、前記第２のセルス
ペシフィックパラメータによって前記第１のパラメータの再設定が有効にされている場合
、前記第１のパラメータの値は、複数の値のうち所定の値と同じ、または、前記所定の値
よりも小さい値であり、且つ、前記複数の値のうち最も大きい値であり、前記ＵｐＰＴＳ
における第１のシンボルに対して、前記所定の値は前記上りリンク帯域幅設定の値であり
、前記ＵｐＰＴＳにおける第２のシンボルに対して、前記所定の値は前記上りリンク帯域
幅設定の値から第１の値を減算した値であり、前記第１の値は、前記ＵｐＰＴＳにおける
フォーマット４ＰＲＡＣＨ（Physical Random Access CHannel）の数を６倍した値である
。
【００１１】
　（４）本発明の第４の態様は、基地局装置に用いられる通信方法であって、ユーザ装置
スペシフィックパラメータ、第１のセルスペシフィックパラメータ、および、第２のセル
スペシフィックパラメータを送信し、ＳＲＳ（Sounding Reference Signal）を受信し、
前記第１のセルスペシフィックパラメータは、ＳＲＳ帯域幅設定を示し、前記第２のセル
スペシフィックパラメータは、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴＳ（Uplink Pilot Tim
e Slot）に対して、ＳＲＳ系列の長さを算出するために用いられる第１のパラメータの再
設定が適用されることを示し、上りリンクサブフレームに対して、前記第１のパラメータ
の値は、前記ユーザ装置スペシフィックパラメータ、前記第１のセルスペシフィックパラ
メータ、および、周波数領域におけるリソースブロックのサイズの倍数によって表される
上りリンク帯域幅設定に、少なくとも基づき、前記ＵｐＰＴＳに対して、前記第２のセル
スペシフィックパラメータによって前記第１のパラメータの再設定が有効にされている場
合、前記第１のパラメータの値は、複数の値のうち所定の値と同じ、または、前記所定の
値よりも小さい値であり、且つ、前記複数の値のうち最も大きい値であり、前記ＵｐＰＴ
Ｓにおける第１のシンボルに対して、前記所定の値は前記上りリンク帯域幅設定の値であ
り、前記ＵｐＰＴＳにおける第２のシンボルに対して、前記所定の値は前記上りリンク帯
域幅設定の値から第１の値を減算した値であり、前記第１の値は、前記ＵｐＰＴＳにおけ
るフォーマット４ＰＲＡＣＨ（Physical Random Access CHannel）の数を６倍した値であ
る。
【００１２】
　（５）本発明の第５の態様は、端末装置に実装される集積回路であって、ユーザ装置ス
ペシフィックパラメータ、第１のセルスペシフィックパラメータ、および、第２のセルス
ペシフィックパラメータを受信する受信回路と、ＳＲＳ（Sounding Reference Signal）
を送信する送信回路と、を備え、前記第１のセルスペシフィックパラメータは、ＳＲＳ帯
域幅設定を示し、前記第２のセルスペシフィックパラメータは、スペシャルサブフレーム
のＵｐＰＴＳ（Uplink Pilot Time Slot）に対して、ＳＲＳ系列の長さを算出するために
用いられる第１のパラメータの再設定が適用されることを示し、上りリンクサブフレーム
に対して、前記第１のパラメータの値は、前記ユーザ装置スペシフィックパラメータ、前
記第１のセルスペシフィックパラメータ、および、周波数領域におけるリソースブロック
のサイズの倍数によって表される上りリンク帯域幅設定に、少なくとも基づき、前記Ｕｐ
ＰＴＳに対して、前記第２のセルスペシフィックパラメータによって前記第１のパラメー
タの再設定が有効にされている場合、前記第１のパラメータの値は、複数の値のうち所定
の値と同じ、または、前記所定の値よりも小さい値であり、且つ、前記複数の値のうち最
も大きい値であり、前記ＵｐＰＴＳにおける第１のシンボルに対して、前記所定の値は前
記上りリンク帯域幅設定の値であり、前記ＵｐＰＴＳにおける第２のシンボルに対して、
前記所定の値は前記上りリンク帯域幅設定の値から第１の値を減算した値であり、前記第
１の値は、前記ＵｐＰＴＳにおけるフォーマット４ＰＲＡＣＨ（Physical Random Access
 CHannel）の数を６倍した値である。
【００１３】
　（６）本発明の第６の態様は、基地局装置に実装される集積回路であって、ユーザ装置
スペシフィックパラメータ、第１のセルスペシフィックパラメータ、および、第２のセル
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スペシフィックパラメータを送信する送信回路と、ＳＲＳ（Sounding Reference Signal
）を受信する受信回路と、を備え、前記第１のセルスペシフィックパラメータは、ＳＲＳ
帯域幅設定を示し、前記第２のセルスペシフィックパラメータは、スペシャルサブフレー
ムのＵｐＰＴＳ（Uplink Pilot Time Slot）に対して、ＳＲＳ系列の長さを算出するため
に用いられる第１のパラメータの再設定が適用されることを示し、上りリンクサブフレー
ムに対して、前記第１のパラメータの値は、前記ユーザ装置スペシフィックパラメータ、
前記第１のセルスペシフィックパラメータ、および、周波数領域におけるリソースブロッ
クのサイズの倍数によって表される上りリンク帯域幅設定に、少なくとも基づき、前記Ｕ
ｐＰＴＳに対して、前記第２のセルスペシフィックパラメータによって前記第１のパラメ
ータの再設定が有効にされている場合、前記第１のパラメータの値は、複数の値のうち所
定の値と同じ、または、前記所定の値よりも小さい値であり、且つ、前記複数の値のうち
最も大きい値であり、前記ＵｐＰＴＳにおける第１のシンボルに対して、前記所定の値は
前記上りリンク帯域幅設定の値であり、前記ＵｐＰＴＳにおける第２のシンボルに対して
、前記所定の値は前記上りリンク帯域幅設定の値から第１の値を減算した値であり、前記
第１の値は、前記ＵｐＰＴＳにおけるフォーマット４ＰＲＡＣＨ（Physical Random Acce
ss CHannel）の数を６倍した値である。
【発明の効果】
【００１４】
　この発明によれば、端末装置および基地局装置は互いに、ＵｐＰＴＳまたはＳＲＳを用
いて効率的に通信することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本実施形態において用いられる記号の説明を示す図である。
【図２】本実施形態において用いられる記号の説明を示す図である。
【図３】本実施形態の無線通信システムの概念図である。
【図４】本実施形態のフレーム構造タイプ２の無線フレームの概略構成を示す図である。
【図５】本実施形態の上りリンクスロットの概略構成を示す図である。
【図６】本実施形態の上りリンクサイクリックプリフィックス設定の一例を示す図である
。
【図７】本実施形態のＵＬ－ＤＬ設定を示す図である。
【図８】本実施形態における下りリンクサブフレームの一例を示す図である。
【図９】本実施形態における上りリンクサブフレームの一例を示す図である。
【図１０】本実施形態におけるスペシャルサブフレームの一例を示す図である。
【図１１】本実施形態における下りリンクにおける拡張ＣＰに対するスペシャルサブフレ
ーム設定を示す図である。
【図１２】本実施形態における下りリンクにおけるノーマルＣＰに対するスペシャルサブ
フレーム設定を示す図である。
【図１３】本実施形態におけるスペシャルサブフレーム設定の取得方法の一例を示す図で
ある。
【図１４】本実施形態におけるスペシャルサブフレーム設定を示す３つのパラメータの関
係を示す図である。
【図１５】本実施形態における集約される複数のＴＤＤサービングセルに対するスペシャ
ルサブフレーム設定の一例を示す図である。
【図１６】本実施形態における集約される複数のＴＤＤサービングセルに対するスペシャ
ルサブフレーム設定の一例を示す図である。
【図１７】本実施形態におけるパラメータmSRS,b(b=0)の値の一例を示す図である。
【図１８】本実施形態における上りリンクサブフレームにおいて送信されるＳＲＳの一例
を示す図である。
【図１９】本実施形態におけるmSRS,0の再設定が有効（enabled）にされている場合のＵ
ｐＰＴＳにおいて送信されるＳＲＳの一例を示す図である。
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【図２０】本実施形態における上りリンク送信タイミングを示す図である。
【図２１】本実施形態における上りリンクＣＰおよびYの関係を示す図である。
【図２２】本実施形態におけるmSRS,0の再設定が無効（disabled）にされている場合のＵ
ｐＰＴＳにおいて送信されるＳＲＳの一例を示す図である。
【図２３】本実施形態の端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。
【図２４】本実施形態の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
【００１７】
　図１および図２は、本実施形態において用いられる記号（symbol）の説明を示す図であ
る。
【００１８】
　図３は、本実施形態の無線通信システムの概念図である。図３において、無線通信シス
テムは、端末装置１Ａ～１Ｃ、および基地局装置３を具備する。以下、端末装置１Ａ～１
Ｃを端末装置１という。
【００１９】
　以下、キャリアアグリゲーションについて説明する。
【００２０】
　本実施形態では、端末装置１は、複数のサービングセルが設定される。端末装置１が複
数のサービングセルを介して通信する技術をセルアグリゲーション、またはキャリアアグ
リゲーションと称する。端末装置１に対して設定される複数のサービングセルのそれぞれ
において、本発明が適用されてもよい。また、設定された複数のサービングセルの一部に
おいて、本発明が適用されてもよい。また、設定された複数のサービングセルのグループ
のそれぞれにおいて、本発明が適用されてもよい。また、設定された複数のサービングセ
ルのグループの一部において、本発明が適用されてもよい。キャリアアグリゲーションに
おいて、設定された複数のサービングセルを集約されたサービングセルとも称する。
【００２１】
　本実施形態の無線通信システムは、ＴＤＤ（Time Division Duplex）および／またはＦ
ＤＤ（Frequency Division Duplex）が適用される。セルアグリゲーションの場合には、
複数のサービングセルの全てに対してＴＤＤが適用されてもよい。また、セルアグリゲー
ションの場合には、ＴＤＤが適用されるサービングセルとＦＤＤが適用されるサービング
セルが集約されてもよい。本実施形態において、ＴＤＤが適用されるサービングセルをＴ
ＤＤサービングセル、または、フレーム構造タイプ２を用いるサービングセルとも称する
。
【００２２】
　設定された複数のサービングセルは、１つのプライマリーセルと１つまたは複数のセカ
ンダリーセルとを含む。プライマリーセルは、初期コネクション確立（initial connecti
on establishment）プロシージャが行なわれたサービングセル、コネクション再確立（co
nnection re-establishment）プロシージャを開始したサービングセル、または、ハンド
オーバプロシージャにおいてプライマリーセルと指示されたセルである。ＲＲＣ（Radio 
Resource Control）コネクションが確立された時点、または、後に、セカンダリーセルが
設定されてもよい。
【００２３】
　下りリンクにおいて、サービングセルに対応するキャリアを下りリンクコンポーネント
キャリアと称する。上りリンクにおいて、サービングセルに対応するキャリアを上りリン
クコンポーネントキャリアと称する。下りリンクコンポーネントキャリア、および、上り
リンクコンポーネントキャリアを総称して、コンポーネントキャリアと称する。ＴＤＤに
おいて、上りリンクにおいてサービングセルに対応するキャリアと、下りリンクにおいて
サービングセルに対応するキャリアは同じである。
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【００２４】
　端末装置１は、同じバンドにおいて集約される複数のＴＤＤサービングセル（コンポー
ネントキャリア）において、複数の物理チャネル／複数の物理シグナルの同時送信を行う
ことができる。端末装置１は、同じバンドにおいて集約される複数のＴＤＤサービングセ
ル（コンポーネントキャリア）において、複数の物理チャネル／複数の物理シグナルの同
時受信を行うことができる。
【００２５】
　端末装置１は、同じバンドにおいて集約される複数のＴＤＤサービングセル（コンポー
ネントキャリア）において、物理チャネル／複数の物理シグナルの送信、および、物理チ
ャネル／複数の物理シグナルの送信を同時に行うことをサポートしない。
【００２６】
　端末装置１は、異なるバンドにおいて集約される異なるＴＤＤサービングセル（コンポ
ーネントキャリア）において、物理チャネル／複数の物理シグナルの送信、および、物理
チャネル／複数の物理シグナルの送信を同時に行うことをサポートしてもよいし、しなく
てもよい。
【００２７】
　端末装置１は、異なるバンドにおいて集約される異なるＴＤＤサービングセル（コンポ
ーネントキャリア）において、物理チャネル／複数の物理シグナルの送信、および、物理
チャネル／複数の物理シグナルの送信を同時に行うことを端末装置１がサポートしている
かどうかを示す能力情報（UE capability information）を、基地局装置３に送信しても
よい。
【００２８】
　本実施形態の物理チャネルおよび物理シグナルについて説明する。
【００２９】
　図３において、端末装置１から基地局装置３への上りリンクの無線通信では、以下の上
りリンク物理チャネルが用いられる。上りリンク物理チャネルは、上位層から出力された
情報を送信するために使用される。
・ＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control Channel）
・ＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）
・ＰＲＡＣＨ（Physical Random Access Channel）
【００３０】
　ＰＵＣＣＨは、上りリンク制御情報（Uplink Control Information: UCI）を送信する
ために用いられる。上りリンク制御情報は、下りリンクのチャネル状態情報（Channel St
ate Information: CSI）、初期送信のためのＰＵＳＣＨ（Uplink-Shared Channel: UL-SC
H）リソースを要求するために用いられるスケジューリングリクエスト（Scheduling Requ
est: SR）、下りリンクデータ（Transport block, Medium Access Control Protocol Dat
a Unit: MAC PDU, Downlink-Shared Channel: DL-SCH, Physical Downlink Shared Chann
el: PDSCH）に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ（Hybrid Automatic Repeat request ACKnowledge
ment）を含む。ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ＡＣＫ（acknowledgement）またはＮＡＣＫ（negat
ive-acknowledgement）を示す。ＨＡＲＱ－ＡＣＫを、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＨＡＲＱフィ
ードバック、ＨＡＲＱ応答、ＨＡＲＱ情報、または、ＨＡＲＱ制御情報とも称する。
【００３１】
　スケジューリングリクエストは、正のスケジューリングリクエスト（positive schedul
ing request）、または、負のスケジューリングリクエスト（negative scheduling reque
st）を含む。正のスケジューリングリクエストは、初期送信のためのＵＬ－ＳＣＨリソー
スを要求することを示す。負のスケジューリングリクエストは、初期送信のためのＵＬ－
ＳＣＨリソースを要求しないことを示す。
【００３２】
　ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータ（Uplink-Shared Channel: UL-SCH）を送信するため
に用いられる。また、ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータと共にＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／
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またはチャネル状態情報を送信するために用いられてもよい。また、ＰＵＳＣＨはチャネ
ル状態情報のみ、または、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよびチャネル状態情報のみを送信するため
に用いられてもよい。
【００３３】
　ＰＲＡＣＨは、ランダムアクセスプリアンブルを送信するために用いられる。ＰＲＡＣ
Ｈは、初期コネクション確立（initial connection establishment）プロシージャ、ハン
ドオーバプロシージャ、コネクション再確立（connection re-establishment）プロシー
ジャ、上りリンク送信に対する同期（タイミング調整）、およびＰＵＳＣＨ（ＵＬ－ＳＣ
Ｈ）リソースの要求を示すために用いられる。ＰＲＡＣＨに対して、フォーマット１から
フォーマット４が定義される。
【００３４】
　図３において、上りリンクの無線通信では、以下の上りリンク物理シグナルが用いられ
る。上りリンク物理シグナルは、上位層から出力された情報を送信するために使用されな
いが、物理層によって使用される。
・上りリンク参照信号（Uplink Reference Signal: UL RS）
【００３５】
　本実施形態において、以下の２つのタイプの上りリンク参照信号が用いられる。
・ＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）
・ＳＲＳ（Sounding Reference Signal）
【００３６】
　ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連する。ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨ
またはＰＵＣＣＨと時間多重される。基地局装置３は、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの伝
搬路補正を行なうためにＤＭＲＳを使用する。以下、ＰＵＳＣＨとＤＭＲＳを共に送信す
ることを、単にＰＵＳＣＨを送信すると称する。以下、ＰＵＣＣＨとＤＭＲＳを共に送信
することを、単にＰＵＣＣＨを送信すると称する。
【００３７】
　ＳＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連しない。基地局装置３は、チャネ
ル状態の測定のためにＳＲＳを用いてもよい。ＳＲＳは、上りリンクサブフレームにおけ
る最後のＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Carrier-Frequency Division Multiple Access）シン
ボル、または、ＵｐＰＴＳにおけるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにおいて送信される。
【００３８】
　ＳＲＳ送信は、上位層シグナル、および／または、ＤＣＩフォーマットによってトリガ
ーされる。上位層シグナルによるトリガーをトリガータイプ０とも称する。ＤＣＩフォー
マットによるトリガーをトリガータイプ１とも称する。
【００３９】
　トリガータイプ０に対応するＳＲＳは、上位層シグナルによって示された第１のリソー
ス（サブフレーム、および、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル）において送信される。トリガータ
イプ１に対応するＳＲＳは、上位層シグナルによって示された第２のリソース（サブフレ
ーム、および、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル）において送信される。１つのＤＣＩフォーマッ
トに基づくトリガーに応じて、トリガータイプ１に対応するＳＲＳは１回だけ送信される
。
【００４０】
　１つの端末装置１は、１つのＵｐＰＴＳにおける複数のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのそれ
ぞれにおいてＳＲＳを送信してもよい。１つの端末装置１は、１つのＵｐＰＴＳにおける
複数のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのそれぞれにおいて、トリガータイプ０に対応するＳＲＳ
を送信してもよい。ここで、該１つのＵｐＰＴＳにおける該複数のＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルは、時間領域において連続しているのが好ましい。基地局装置３は、第１のリソースと
して、ＵｐＰＴＳにおける連続する複数のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを示す情報を、端末装
置１に送信してもよい。
【００４１】
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　図３において、基地局装置３から端末装置１への下りリンクの無線通信では、以下の下
りリンク物理チャネルが用いられる。下りリンク物理チャネルは、上位層から出力された
情報を送信するために使用される。
・ＰＢＣＨ（Physical Broadcast Channel）
・ＰＣＦＩＣＨ（Physical Control Format Indicator Channel）
・ＰＨＩＣＨ（Physical Hybrid automatic repeat request Indicator Channel）
・ＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Control Channel）
・ＥＰＤＣＣＨ（Enhanced Physical Downlink Control Channel）
・ＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Shared Channel）
・ＰＭＣＨ（Physical Multicast Channel）
【００４２】
　ＰＢＣＨは、端末装置１で共通に用いられるマスターインフォメーションブロック（Ma
ster Information Block: MIB, Broadcast Channel: BCH）を報知するために用いられる
。
【００４３】
　ＰＣＦＩＣＨは、ＰＤＣＣＨの送信に用いられる領域（ＯＦＤＭシンボル）を指示する
情報を送信するために用いられる。
【００４４】
　ＰＨＩＣＨは、基地局装置３が受信した上りリンクデータ（Uplink Shared Channel: U
L-SCH）に対するＡＣＫ（ACKnowledgement）またはＮＡＣＫ（Negative ACKnowledgement
）を示すＨＡＲＱインディケータ（ＨＡＲＱフィードバック、応答情報）を送信するため
に用いられる。
【００４５】
　ＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨは、下りリンク制御情報（Downlink Control Informati
on: DCI）を送信するために用いられる。下りリンク制御情報を、ＤＣＩフォーマットと
も称する。下りリンク制御情報は、下りリンクグラント（downlink grant）および上りリ
ンクグラント（uplink grant）を含む。下りリンクグラントは、下りリンクアサインメン
ト（downlink assignment）または下りリンク割り当て（downlink allocation）とも称す
る。
【００４６】
　下りリンクグラントは、単一のセル内の単一のＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いら
れる。下りリンクグラントは、該下りリンクグラントが送信されたサブフレームと同じサ
ブフレーム内のＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる。
【００４７】
　上りリンクグラントは、単一のセル内の単一のＰＵＳＣＨのスケジューリングに用いら
れる。上りリンクグラントは、該上りリンクグラントが送信されたサブフレームより４つ
以上後のサブフレーム内の単一のＰＵＳＣＨのスケジューリングに用いられる。
【００４８】
　下りリンクグラント、または、上りリンクグラントに付加されるＣＲＣパリティビット
は、Ｃ－ＲＮＴＩ（Cell-Radio Network Temporary Identifier）、または、ＳＰＳ　Ｃ
－ＲＮＴＩ（Semi Persistent Scheduling Cell-Radio Network Temporary Identifier）
でスクランブルされる。Ｃ－ＲＮＴＩおよびＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、セル内において端
末装置を識別するための識別子である。
【００４９】
　Ｃ－ＲＮＴＩは、単一のサブフレームにおけるＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨを制御する
ために用いられる。ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨのリソースを
周期的に割り当てるために用いられる。
【００５０】
　ＰＤＳＣＨは、下りリンクデータ（Downlink Shared Channel: DL-SCH）を送信するた
めに用いられる。
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【００５１】
　ＰＭＣＨは、マルチキャストデータ（Multicast Channel: MCH）を送信するために用い
られる。
【００５２】
　図３において、下りリンクの無線通信では、以下の下りリンク物理シグナルが用いられ
る。下りリンク物理シグナルは、上位層から出力された情報を送信するために使用されな
いが、物理層によって使用される。
・同期信号（Synchronization signal: SS）
・下りリンク参照信号（Downlink Reference Signal: DL RS）
【００５３】
　同期信号は、端末装置１が下りリンクの周波数領域および時間領域の同期をとるために
用いられる。ＴＤＤ方式において、同期信号は無線フレーム内のサブフレーム０、１、５
、６に配置される。ＦＤＤ方式において、同期信号は無線フレーム内のサブフレーム０と
５に配置される。
【００５４】
　下りリンク参照信号は、端末装置１が下りリンク物理チャネルの伝搬路補正を行なうた
めに用いられる。下りリンク参照信号は、端末装置１が下りリンクのチャネル状態情報を
算出するために用いられる。
【００５５】
　本実施形態において、以下の５つのタイプの下りリンク参照信号が用いられる。
・ＣＲＳ（Cell-specific Reference Signal）
・ＰＤＳＣＨに関連するＵＲＳ（UE-specific Reference Signal）
・ＥＰＤＣＣＨに関連するＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）
・ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Non-Zero Power Chanel State Information - Reference Sign
al）
・ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Zero Power Chanel State Information - Reference Signal）
・ＭＢＳＦＮ　ＲＳ（Multimedia Broadcast and Multicast Service over Single Frequ
ency Network Reference signal）
・ＰＲＳ（Positioning Reference Signal）
【００５６】
　下りリンク物理チャネルおよび下りリンク物理シグナルを総称して、下りリンク信号と
称する。上りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理シグナルを総称して、上りリンク
信号と称する。下りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理チャネルを総称して、物理
チャネルと称する。下りリンク物理シグナルおよび上りリンク物理シグナルを総称して、
物理シグナルと称する。
【００５７】
　ＢＣＨ、ＭＣＨ、ＵＬ－ＳＣＨおよびＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである
。媒体アクセス制御（Medium Access Control: MAC）層で用いられるチャネルをトランス
ポートチャネルと称する。ＭＡＣ層で用いられるトランスポートチャネルの単位を、トラ
ンスポートブロック（transport block: TB）またはＭＡＣ　ＰＤＵ（Protocol Data Uni
t）とも称する。ＭＡＣ層においてトランスポートブロック毎にＨＡＲＱ（Hybrid Automa
tic Repeat reQuest）の制御が行なわれる。トランスポートブロックは、ＭＡＣ層が物理
層に渡す（deliver）データの単位である。物理層において、トランスポートブロックは
コードワードにマップされ、コードワード毎に符号化処理が行なわれる。
【００５８】
　基地局装置３と端末装置１は、上位層（higher layer）において信号をやり取り（送受
信）する。例えば、基地局装置３と端末装置１は、無線リソース制御（RRC: Radio Resou
rce Control）層において、ＲＲＣシグナリング（RRC message: Radio Resource Control
 message、RRC information: Radio Resource Control informationとも称される）を送
受信してもよい。また、基地局装置３と端末装置１は、媒体アクセス制御（MAC: Medium 
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Access Control）層において、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）を送受信してもよい。
ここで、ＲＲＣシグナリング、および／または、ＭＡＣ　ＣＥを、上位層の信号（higher
 layer signaling）とも称する。
【００５９】
　ＰＵＳＣＨおよびＰＤＳＣＨは、ＲＲＣシグナリング、および、ＭＡＣ　ＣＥを送信す
るために用いられる。ここで、基地局装置３からＰＤＳＣＨで送信されるＲＲＣシグナリ
ングは、セル内における複数の端末装置１に対して共通のシグナリングであってもよい。
基地局装置３からＰＤＳＣＨで送信されるＲＲＣシグナリングは、ある端末装置１に対し
て専用のシグナリング（dedicated signalingまたはUE specific signalingとも称する）
であってもよい。セルスペシフィックパラメータは、セル内における複数の端末装置１に
対して共通のシグナリング、または、ある端末装置１に対して専用のシグナリングを用い
て送信されてもよい。ＵＥスペシフィックパラメータは、ある端末装置１に対して専用の
シグナリングを用いて送信されてもよい。
【００６０】
　本実施形態において、プライマリーセルおよびセカンダリーセルにおいてランダムアク
セス手順が実行されてもよい。プライマリーセルにおいてＰＲＡＣＨが送信されてもよい
。端末装置１は、プライマリーセルにおけるランダムアクセス手順に関する情報（ＲＲＣ
メッセージ）を、基地局装置３から受信する。プライマリーセルにおけるランダムアクセ
ス手順に関する情報は、プライマリーセルにおけるＰＲＡＣＨリソースのセット、および
、ＰＲＡＣＨのフォーマットを示す情報を含んでもよい。
【００６１】
　セカンダリーセルにおいてＰＲＡＣＨが送信されてもよい。端末装置１は、セカンダリ
ーセルにおけるランダムアクセス手順に関する情報（ＲＲＣメッセージ）を、基地局装置
３から受信する。セカンダリーセルにおけるランダムアクセス手順に関する情報は、セカ
ンダリーセルにおけるＰＲＡＣＨリソースのセット、および、ＰＲＡＣＨのフォーマット
を示す情報を含んでもよい。
【００６２】
　１つの上りリンクサブフレーム、および、１つのＵｐＰＴＳは、１つまたは複数のＰＲ
ＡＣＨリソースを含んでもよい。
【００６３】
　図４は、本実施形態のフレーム構造タイプ２の無線フレームの概略構成を示す図である
。フレーム構造タイプ２は、ＴＤＤに適用できる。図４において、横軸は時間軸である。
【００６４】
　時間領域における種々のフィールドのサイズは、時間ユニットTs=1/(15000・2048)秒の
数によって表現される。フレーム構造タイプ２の無線フレームの長さは、Tf=307200・Ts=
10msである。フレーム構造タイプ２の無線フレームは、時間領域において連続する２つの
ハーフフレームを含む。それぞれのハーフフレームの長さは、Thalf-frame=153600・Ts=5
msである。それぞれのハーフフレームは、時間領域において連続する５つのサブフレーム
を含む。それぞれのサブフレームの長さは、Tsubframe=30720・Ts=1msである。それぞれ
のサブフレームｉは、時間領域において連続する２つのスロットを含む。該時間領域にお
いて連続する２つのスロットは、無線フレーム内のスロット番号nsが２ｉのスロット、お
よび、無線フレーム内のスロット番号nsが２ｉ＋１のスロットである。それぞれのスロッ
トの長さは、Tslot=153600・ns=0.5msである。それぞれの無線フレームは、時間領域にお
いて連続する１０のサブフレームを含む。それぞれの無線フレームは、時間領域において
連続する２０のスロット（ns=0,1,…,19）を含む。
【００６５】
　以下、本実施形態のスロットの構成について説明する。図５は、本実施形態の上りリン
クスロットの概略構成を示す図である。図５において、１つのセルにおける上りリンクス
ロットの構成を示す。図５において、横軸は時間軸であり、縦軸は周波数軸である。図５
において、ｌはＳＣ－ＦＤＭＡシンボル番号／インデックスであり、ｋはサブキャリア番
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号／インデックスである。
【００６６】
　スロットのそれぞれにおいて送信される物理シグナルまたは物理チャネルは、リソース
グリッドによって表現される。上りリンクにおいて、リソースグリッドは複数のサブキャ
リアと複数のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルによって定義される。リソースグリッド内のエレメ
ントのそれぞれをリソースエレメントと称する。リソースエレメントは、サブキャリア番
号／インデックスｋ、および、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル番号／インデックスｌによって表
される。
【００６７】
　リソースグリッドは、アンテナポート毎に定義される。本実施形態では、１つのアンテ
ナポートに対する説明を行う。複数のアンテナポートのそれぞれに対して、本実施形態が
適用されてもよい。
【００６８】
　上りリンクスロットは、時間領域において、複数のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルｌ（l=0,1,
…,NULsymb）を含む。NULsymbは、１つの上りリンクスロットに含まれるＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボルの数を示す。上りリンクにおけるノーマルＣＰ（normal Cyclic Prefix）に対し
て、NULsymbは７である。上りリンクにおける拡張ＣＰ（extended ＣＰ）に対して、NULs
ymbは６である。
【００６９】
　端末装置１は、上りリンクにおけるＣＰ長を示すパラメータUL-CyclicPrefixLengthを
基地局装置３から受信する。基地局装置３は、セルに対応する該パラメータUL-CyclicPre
fixLengthを含むシステムインフォメーションを、該セルにおいて報知してもよい。
【００７０】
　図６は、本実施形態の上りリンクサイクリックプリフィックス設定の一例を示す図であ
る。NCP,lはスロットにおけるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルｌに対する上りリンクＣＰ長を示
す。上りリンクサイクリックプリフィックス設定（UL-CyclicPrefixLength）がノーマル
ＣＰである場合、l=0に対してNCP,0=160である。ＣＰ長を除くＳＣ－ＦＤＭＡシンボルｌ
の長さは、2048・Tsであり、ＣＰ長を含むＳＣ－ＦＤＭＡシンボルｌの長さは、(NCP,l +
2048)・Tsである。
【００７１】
　上りリンクスロットは、周波数領域において、複数のサブキャリアｋ（k=0,1,…,NULRB
 ×NRBsc)を含む。NULRBは、NRBscの倍数によって表現される、サービングセルに対する
上りリンク帯域幅設定である。NRBscは、サブキャリアの数によって表現される、周波数
領域における（物理）リソースブロックサイズである。本実施形態において、サブキャリ
ア間隔Δfは１５ｋＨｚであり、NRBscは１２である。すなわち、本実施形態においてNRBs
cは、１８０ｋＨｚである。
【００７２】
　リソースブロックは、物理チャネルのリソースエレメントへのマッピングを表すために
用いられる。リソースブロックは、仮想リソースブロックと物理リソースブロックが定義
される。物理チャネルは、まず仮想リソースブロックにマップされる。その後、仮想リソ
ースブロックは、物理リソースブロックにマップされる。１つの物理リソースブロックは
、時間領域においてNULsymbの連続するＳＣ－ＦＤＭＡシンボルと周波数領域においてNRB

scの連続するサブキャリアとから定義される。ゆえに、１つの物理リソースブロックは（
NULsymb×NRBsc）のリソースエレメントから構成される。１つの物理リソースブロックは
、時間領域において１つのスロットに対応する。物理リソースブロックは周波数領域にお
いて、周波数の低いほうから順に番号（0,1,…, NULRB -1）が付けられる。
【００７３】
　本実施形態における下りリンクのスロットは、複数のＯＦＤＭシンボルを含む。本実施
形態における下りリンクのスロットの構成は、リソースグリッドが複数のサブキャリアと
複数のＯＦＤＭシンボルによって定義される



(17) JP 2018-186315 A 2018.11.22

10

20

30

40

点を除いて基本的に同じであるため、下りリンクのスロットの構成の説明は省略する。
【００７４】
　ＴＤＤサービングセルにおいて、該ＴＤＤサービングセルに対する上りリンク帯域幅設
定の値と、該ＴＤＤサービングセルに対する下りリンク帯域幅設定の値は同じである。
【００７５】
　端末装置１は、サービングセルの下りリンクにおけるＣＰ長がノーマルＣＰであるか拡
張ＣＰであるかを、該サービングセルにおける同期信号、および／または、ＰＢＣＨから
検出してもよい。
【００７６】
　リソースブロックは、ある物理チャネル（ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨなど）のリソー
スエレメントへのマッピングを表現するために用いられる。リソースブロックは、仮想リ
ソースブロックと物理リソースブロックが定義される。ある物理チャネルは、まず仮想リ
ソースブロックにマップされる。その後、仮想リソースブロックは、物理リソースブロッ
クにマップされる。１つの物理リソースブロックは、時間領域において７個の連続するＯ
ＦＤＭシンボルまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルと周波数領域において１２個の連続するサ
ブキャリアとから定義される。ゆえに、１つの物理リソースブロックは（７×１２）個の
リソースエレメントから構成される。また、１つの物理リソースブロックは、時間領域に
おいて１つのスロットに対応し、周波数領域において１８０ｋＨｚに対応する。物理リソ
ースブロックは周波数領域において０から番号が付けられる。
【００７７】
　上りリンクスロットにおけるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルｌにおける時間-連続（time-cont
inuous）シグナルsl (t)は、数式（１）によって与えられる。数式（１）は、上りリンク
物理シグナル、および、ＰＲＡＣＨを除く上りリンク物理チャネルに適用される。
【００７８】
【数１】

【００７９】
　ここで、ak,lは、リソースエレメント（ｋ，ｌ）のコンテンツである。スロットにおけ
るＳＣ－ＦＤＭＡシンボルは、ｌ＝０からスタートし、ｌの昇順で送信される。ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡシンボルｌ＞０は、スロット内における数式（２）によって定義される時間にスタ
ートする。
【００８０】



(18) JP 2018-186315 A 2018.11.22

10

20

30

40

50

【数２】

【００８１】
　以下、本実施形態のＵＬ－ＤＬ設定（uplink-downlink configuration）について説明
する。
【００８２】
　フレーム構造タイプ２に対して、以下の３つのタイプのサブフレームが定義される。
・下りリンクサブフレーム
・上りリンクサブフレーム
・スペシャルサブフレーム
【００８３】
　下りリンクサブフレームは下りリンク送信のためにリザーブされるサブフレームである
。上りリンクサブフレームは上りリンク送信のためにリザーブされるサブフレームである
。スペシャルサブフレームは３つのフィールドから構成される。該３つのフィールドは、
ＤｗＰＴＳ（Downlink Pilot Time Slot）、ＧＰ（Guard Period）、およびＵｐＰＴＳ（
Uplink Pilot Time Slot）である。ＤｗＰＴＳ、ＧＰ、およびＵｐＰＴＳの合計の長さは
１ｍｓである。ＤｗＰＴＳは下りリンク送信のためにリザーブされるフィールドである。
ＵｐＰＴＳは上りリンク送信のためにリザーブされるフィールドである。ＧＰは下りリン
ク送信および上りリンク送信が行なわれないフィールドである。尚、スペシャルサブフレ
ームは、ＤｗＰＴＳおよびＧＰのみによって構成されてもよいし、ＧＰおよびＵｐＰＴＳ
のみによって構成されてもよい。
【００８４】
　フレーム構造タイプ２の無線フレームは、少なくとも下りリンクサブフレーム、上りリ
ンクサブフレーム、およびスペシャルサブフレームから構成される。フレーム構造タイプ
２の無線フレームの構成は、ＵＬ－ＤＬ設定によって示される。端末装置１は、基地局装
置３からＵＬ－ＤＬ設定を示す情報を受信する。基地局装置３は、セルに対応するＵＬ－
ＤＬ設定を示す情報を含むシステムインフォメーションを、該セルにおいて報知してもよ
い。
【００８５】
　図７は、本実施形態のＵＬ－ＤＬ設定を示す図である。図７は１つの無線フレームにお
けるＵＬ－ＤＬ設定を示す。図７において、Ｄは下りリンクサブフレームを示し、Ｕは上
りリンクサブフレームを示し、Ｓはスペシャルサブフレームを示す。集約される複数のサ
ービングセルにおける無線フレームタイミングおよびサブフレムタイミングは同期されて
いる。すなわち、集約される複数のサービングセルにおけるサブフレーム２であるスペシ
ャルサブフレームは、重複する。
【００８６】
　ＦＤＤにおいて全てのサブフレームが、下りリンクサブフレームである。ＦＤＤにおい
て全てのサブフレームが上りリンクサブフレームである。
【００８７】
　図８は、本実施形態における下りリンクサブフレームの一例を示す図である。図９は、
本実施形態における上りリンクサブフレームの一例を示す図である。図１０は、本実施形
態におけるスペシャルサブフレームの一例を示す図である。図８、図９、および、図１０
において、横軸は時間軸であり、縦軸は周波数軸である。図８、図９、および、図１０に
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おいて、下りリンクサイクリックプリフィックス設定、および、上りリンクサイクリック
プリフィックス設定は、ノーマルサイクリックプリフィックスである。
【００８８】
　ＤｗＰＴＳは、スペシャルサブフレームの最初のシンボルを含む。ＵｐＰＴＳは、スペ
シャルサブフレームの最後のシンボルを含む。ＧＰは、ＤｗＰＴＳとＵｐＰＴＳの間に存
在する。端末装置１は、ＧＰの間に、下りリンクの受信処理から上りリンクの送信処理へ
の切り替えを行ってもよい。ＵｐＰＴＳにおいて、ＳＲＳが送信される。ＵｐＰＴＳにお
いて、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨは送信されない。スペシャルサブフレームにおいて、
ＰＲＡＣＨの送信は、サブフレームの最後から4382・Ts前から始まる。尚、スペシャルサ
ブフレームにおいて送信されるＰＲＡＣＨのフォーマットは、フォーマット４である。ス
ペシャルサブフレームにおいて、フォーマット４以外のフォーマットのＰＲＡＣＨは送信
されない。
【００８９】
　図１１は、本実施形態における下りリンクにおける拡張ＣＰに対するスペシャルサブフ
レーム設定（special subframe configuration）を示す図である。下りリンクにおける拡
張ＣＰに対するスペシャルサブフレーム設定が０である場合、ＤｗＰＴＳの長さは7680・
Tsであり、ＤｗＰＴＳは拡張ＣＰを含む３つのＯＦＤＭシンボルを含む。下りリンクにお
ける拡張ＣＰに対するスペシャルサブフレーム設定が０であり、上りリンクＣＰ設定（up
link cyclic prefix configuration）がノーマルＣＰである場合、ＵｐＰＴＳの長さは21
92・Tsであり、ＵｐＰＴＳはノーマルＣＰを含む１つのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを含む。
下りリンクにおける拡張ＣＰに対するスペシャルサブフレーム設定が０であり、上りリン
クＣＰ設定が拡張ＣＰである場合、ＵｐＰＴＳの長さは2560・Tsであり、ＵｐＰＴＳはノ
ーマルＣＰを含む１つのＳＣ－ＦＤＭシンボルを含む。
【００９０】
　図１２は、本実施形態における下りリンクにおけるノーマルＣＰに対するスペシャルサ
ブフレーム設定を示す図である。下りリンクにおけるノーマルＣＰに対するスペシャルサ
ブフレーム設定が０である場合、ＤｗＰＴＳの長さは6592・Tsであり、ＤｗＰＴＳはノー
マルＣＰを含む３つのＯＦＤＭシンボルを含む。下りリンクにおけるノーマルＣＰに対す
るスペシャルサブフレーム設定が０であり、上りリンクＣＰ設定がノーマルＣＰである場
合、ＵｐＰＴＳの長さは2192・Tsであり、ＵｐＰＴＳはノーマルＣＰを含む１つのＳＣ－
ＦＤＭＡシンボルを含む。下りリンクにおけるノーマルＣＰに対するスペシャルサブフレ
ーム設定が０であり、上りリンクＣＰ設定が拡張ＣＰである場合、ＵｐＰＴＳの長さは25
60・Tsであり、ＵｐＰＴＳはノーマルＣＰを含む１つのＳＣ－ＦＤＭシンボルを含む。
【００９１】
　端末装置１は、パラメータspecialSubframePatterns (without suffix)、パラメータsp
ecialSubframePatterns-v1130、および／または、パラメータspecialSubframePatterns-v
13xxを、基地局装置３から受信してもよい。パラメータspecialSubframePatterns(withou
t suffix)、パラメータspecialSubframePatterns-v1130、および、パラメータspecialSub
framePatterns-v13xxは、スペシャルサブフレーム設定を示す。
【００９２】
　図１３は、本実施形態におけるスペシャルサブフレーム設定の取得方法の一例を示す図
である。図１３における方法は、プライマリーセルに対して適用されてもよい。
【００９３】
　ステップＳ１３００において、基地局装置３は、システムインフォメーションを報知す
る。端末装置１は、放置されているシステムインフォメーションを受信する。ここで、該
システムインフォメーションは、上りリンクにおけるＣＰ長を示すパラメータUL-CyclicP
refixLength、スペシャルサブフレーム設定を示すパラメータspecialSubframePatterns (
without suffix)、および／または、スペシャルサブフレーム設定を示すパラメータspeci
alSubframePatterns-v1130を含んでもよい。ここで、パラメータUL-CyclicPrefixLength
、specialSubframePatterns (without suffix)、および、パラメータspecialSubframePat
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terns-v1130は、セルスペシフィックパラメータである。該システムインフォメーション
は、ＢＣＣＨ（Broadcast Control CHannel）を用いて送信される。ＢＣＣＨは、システ
ム制御情報をブロードキャストするための下りリンクの論理チャネルである。
【００９４】
　ステップＳ１３０２において、基地局装置３は、端末装置１に関する能力情報UECapabi
lityInformationの伝送を要求するために用いられる情報UECapabilityEnquiryを、端末装
置１に送信する。ステップＳ１３０４において、端末装置１は、情報UECapabilityEnquir
yに応じて、端末装置１に関する能力情報UECapabilityInformationを、基地局装置３に送
信する。
【００９５】
　ステップＳ１３０４において、基地局装置３は、受信した能力情報UECapabilityInform
ationに応じて、ＲＲＣコネクションを修正するための情報RRCConnectionReconfiguratio
nを生成し、生成した情報RRCConnectionReconfigurationを端末装置１に送信する。ここ
で、該情報RRCConnectionReconfigurationは、スペシャルサブフレーム設定を示すパラメ
ータspecialSubframePatterns-v13xxを含んでもよい。基地局装置３は、受信した能力情
報UECapabilityInformationに応じて、該情報RRCConnectionReconfigurationに、パラメ
ータspecialSubframePatterns-v13xxを含めるかどうかを決定してもよい。ここで、パラ
メータspecialSubframePatterns-v13xxは、セルスペシフィックパラメータであってもよ
いし、ＵＥスペシフィックパラメータであってもよい。該情報RRCConnectionReconfigura
tionは、ＤＣＣＨ（Dedicated Control CHannel）を用いて送信される。ＤＣＣＨは、基
地局装置３（ネットワーク）と端末装置１の間の専用制御情報（dedicated control info
rmation）を送信するポイント－ｔｏ－ポイント双方向論理チャネルである。
【００９６】
　該情報RRCConnectionReconfigurationは、更に、以下の情報／パラメータの一部または
全部を含んでもよい。
・追加されるセカンダリーセルを示す情報、
・追加されるセカンダリーセルに対するパラメータUL-CyclicPrefixLength
・追加されるセカンダリーセルに対するパラメータspecialSubframePatterns (without s
uffix)
・追加されるセカンダリーセルに対するパラメータspecialSubframePatterns-v1130
・追加されるセカンダリーセルに対するパラメータspecialSubframePatterns-v13xx
【００９７】
　パラメータspecialSubframePatterns (without suffix)は、下りリンクにおけるノーマ
ルＣＰに対するスペシャルサブフレーム設定｛０，１，．．．，８｝、および、下りリン
クにおける拡張ＣＰに対するスペシャルサブフレーム設定｛０，１，．．．，６｝を示す
ことができる。パラメータspecialSubframePatterns-v1130は、下りリンクにおけるノー
マルＣＰに対するスペシャルサブフレーム設定｛９｝、および、下りリンクにおける拡張
ＣＰに対するスペシャルサブフレーム設定｛７｝を示すことができる。パラメータspecia
lSubframePatterns-v13xxは、下りリンクにおけるノーマルＣＰに対するスペシャルサブ
フレーム設定｛１０，１１｝、および、下りリンクにおける拡張ＣＰに対するスペシャル
サブフレーム設定｛８，９｝を示すことができる。
【００９８】
　図１４は、本実施形態におけるスペシャルサブフレーム設定を示す３つのパラメータの
関係を示す図である。図１４における設定は、スペシャルサブフレーム設定を意味する。
図１４において、スペシャルサブフレーム設定を示す３つのパラメータは、同じサービン
グセルに対応する。
【００９９】
　（ケース１）基地局装置３は、下りリンクＣＰ設定が拡張ＣＰであり、且つ、パラメー
タspecialSubframePatterns (without suffix)をスペシャルサブフレーム設定４に対応す
る値にセットした場合のみ、スペシャルサブフレーム設定７に対応する値にセットされた
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パラメータspecialSubframePatterns-v1130をシグナルしてもよい。
【０１００】
　（ケース２）基地局装置３は、下りリンクＣＰ設定が拡張ＣＰであり、且つ、パラメー
タspecialSubframePatterns (without suffix)をスペシャルサブフレーム設定４に対応す
る値にセットした場合のみ、スペシャルサブフレーム設定８に対応する値にセットされた
パラメータspecialSubframePatterns-v13xxをシグナルしてもよい。ここで、基地局装置
３は、パラメータspecialSubframePatterns-v1130をシグナルしない。
【０１０１】
　（ケース３）基地局装置３は、下りリンクＣＰ設定が拡張ＣＰであり、且つ、パラメー
タspecialSubframePatterns (without suffix)をスペシャルサブフレーム設定４に対応す
る値にセットし、且つ、パラメータspecialSubframePatterns-v1130をスペシャルサブフ
レーム設定７に対応する値にセットした場合のみ、スペシャルサブフレーム設定９に対応
する値にセットされたパラメータspecialSubframePatterns-v13xxをシグナルしてもよい
。
【０１０２】
　（ケース４）基地局装置３は、下りリンクＣＰ設定がノーマルＣＰであり、且つ、パラ
メータspecialSubframePatterns (without suffix)をスペシャルサブフレーム設定５に対
応する値にセットした場合のみ、スペシャルサブフレーム設定９に対応する値にセットさ
れたパラメータspecialSubframePatterns-v1130をシグナルしてもよい。
【０１０３】
　（ケース５）基地局装置３は、下りリンクＣＰ設定がノーマルＣＰであり、且つ、パラ
メータspecialSubframePatterns (without suffix)をスペシャルサブフレーム設定５に対
応する値にセットした場合のみ、スペシャルサブフレーム設定１０に対応する値にセット
されたパラメータspecialSubframePatterns-v13xxをシグナルしてもよい。ここで、基地
局装置３は、パラメータspecialSubframePatterns-v1130をシグナルしない。
【０１０４】
　（ケース６）基地局装置３は、下りリンクＣＰ設定がノーマルＣＰであり、且つ、パラ
メータspecialSubframePatterns (without suffix)をスペシャルサブフレーム設定５に対
応する値にセットし、且つ、パラメータspecialSubframePatterns-v1130をスペシャルサ
ブフレーム設定９に対応する値にセットした場合のみ、スペシャルサブフレーム設定１１
に対応する値にセットされたパラメータspecialSubframePatterns-v13xxをシグナルして
もよい。
【０１０５】
　パラメータspecialSubframePatterns-v1130が存在する場合、端末装置１はパラメータs
pecialSubframePatterns (without suffix)を無視してもよい。パラメータspecialSubfra
mePatterns-v13xxが存在する場合、端末装置１はパラメータspecialSubframePatterns-v1
130を無視してもよい。パラメータspecialSubframePatterns-v13xxは、基地局装置３と端
末装置１の間の専用制御情報であるため、基地局装置３は、あるサービングセルにおいて
、端末装置１が、パラメータspecialSubframePatterns-v1130およびパラメータspecialSu
bframePatterns-v13xxのどちらに従うかを、端末装置１毎に制御することができる。
【０１０６】
　ステップＳ１３０４において送信される能力情報UECapabilityInformationは、以下の
一部、または、全部を示してもよい。能力情報UECapabilityInformationは、以下の一部
、または、全部を示す１つまたは複数の情報／パラメータを含んでもよい。
（i）端末装置１がキャリアアグリゲーションをサポートするバンドの組み合わせ
（ii）端末装置１が、異なるバンドにおいて集約される異なるＴＤＤサービングセル（コ
ンポーネントキャリア）における異なるＵＬ－ＤＬ設定をサポートしているかどうか
（iii）端末装置１が、異なるバンドにおいて集約される異なるＴＤＤサービングセル（
コンポーネントキャリア）における同時送受信をサポートしているかどうか
（iv）端末装置１が、異なるバンドに属する異なるサービングセルが集約される場合に、
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前記異なるバンドに属する前記異なるサービングセルにおけるスペシャルサブフレームの
ガードピリオドが少なくとも所定の秒数（例えば、1456・Ts）の重複を持つことを想定す
るかどうか
（v）端末装置１が、３、または、３より多いシンボルを含むＵｐＰＴＳに対応するスペ
シャルサブフレーム設定をサポートするかどうか
【０１０７】
　例えば、３、または、３より多いシンボルを含むＵｐＰＴＳに対応するスペシャルサブ
フレーム設定は、下りリンクにおけるノーマルＣＰに対するスペシャルサブフレーム設定
｛１０，１１｝、および、下りリンクにおける拡張ＣＰに対するスペシャルサブフレーム
設定｛８，９｝である。
【０１０８】
　（i）によって示されるバンドの組み合わせのそれぞれに対して、上記（ii）から（iv
）の一部、または、全部が示されてもよい。上記（ii）から（iv）の一部、または、全部
は、（i）によって示されるバンドの組み合わせに関連しなくてもよい。
【０１０９】
　（i）から（v）の１つまたは複数が示されることによって、（i）から（v）の他の１つ
が示されてもよい。例えば、「端末装置１が、３、または、３より多いシンボルを含むＵ
ｐＰＴＳに対応するスペシャルサブフレーム設定をサポートすること」が示されることに
よって、「端末装置１が、異なるバンドに属する異なるサービングセルが集約される場合
に、前記異なるバンドに属する前記異なるサービングセルにおけるスペシャルサブフレー
ムのガードピリオドが少なくとも所定の秒数（例えば、1456・Ts）の重複を持つことを想
定しないこと」が示されてもよい。
【０１１０】
　異なるバンドに属する異なるサービングセルが集約される場合に、前記異なるバンドに
属する前記異なるサービングセルにおけるスペシャルサブフレームのガードピリオドが少
なくとも所定の秒数（例えば、1456・Ts）の重複を持つことを想定する端末装置１は、該
重複するガードピリオドの間に、下りリンクの受信処理と上りリンクの送信処理を切り替
える。
【０１１１】
　異なるバンドに属する異なるサービングセルが集約される場合に、前記異なるバンドに
属する前記異なるサービングセルにおけるスペシャルサブフレームのガードピリオドが少
なくとも所定の秒数（例えば、1456・Ts）の重複を持つことを想定しない端末装置１は、
異なるバンドにおいて集約される異なるＴＤＤサービングセル（コンポーネントキャリア
）における同時送受信をサポートしていてもよい、且つ、バンド毎に下りリンクの受信処
理と上りリンクの送信処理を切り替えてもよい。
【０１１２】
　端末装置１は、（iii）に関わらず、同じバンドにおいて集約される異なるＴＤＤサー
ビングセル（コンポーネントキャリア）における同時送受信をサポートしなくてもよい。
端末装置１は、（iv）に関わらず、同じバンドに属する異なるサービングセルが集約され
る場合に、該同じバンドに属する該異なるサービングセルにおけるスペシャルサブフレー
ムのＧＰが少なくとも所定の秒数の重複を持つと想定してもよい。
【０１１３】
　図１５、および、図１６は、本実施形態における集約される複数のＴＤＤサービングセ
ルに対するスペシャルサブフレーム設定の一例を示す図である。図１５、および、図１６
において、横軸は時間軸であり、縦軸は周波数軸である。図１５、および、図１６におい
て、ＴＤＤサービングセル１５００およびＴＤＤサービングセル１５０２はバンドＡに含
まれ、且つ、ＴＤＤサービングセル１５０４およびＴＤＤサービングセル１５０６はバン
ドＢに含まれる。
【０１１４】
　図１５において、ＴＤＤサービングセル１５００に対するスペシャルサブフレーム設定
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は６であり、ＴＤＤサービングセル１５０２に対するスペシャルサブフレーム設定は３で
あり、ＴＤＤサービングセル１５０４に対するスペシャルサブフレーム設定は５であり、
ＴＤＤサービングセル１５０６に対するスペシャルサブフレーム設定は５である。
【０１１５】
　図１６において、ＴＤＤサービングセル１５００に対するスペシャルサブフレーム設定
は６であり、ＴＤＤサービングセル１５０２に対するスペシャルサブフレーム設定は３で
あり、ＴＤＤサービングセル１５０４に対するスペシャルサブフレーム設定は１０であり
、ＴＤＤサービングセル１５０６に対するスペシャルサブフレーム設定は１０である。
【０１１６】
　すなわち、図１５、および、図１６において、基地局装置３は、ＴＤＤサービングセル
１５００に対するスペシャルサブフレーム設定６を示すパラメータspecialSubframePatte
rns (without suffix)、ＴＤＤサービングセル１５０２に対するスペシャルサブフレーム
設定３を示すパラメータspecialSubframePatterns (without suffix)、ＴＤＤサービング
セル１５０４に対するスペシャルサブフレーム設定５を示すパラメータspecialSubframeP
atterns (without suffix)、および、ＴＤＤサービングセル１５０６に対するスペシャル
サブフレーム設定５を示すパラメータspecialSubframePatterns (without suffix)を報知
している。図１５において、基地局装置３は、ＴＤＤサービングセル１５００、１５０２
、１５０４、１５０６に対するパラメータspecialSubframePatterns-v13xxを端末装置１
に送信していない。一方、図１６において、基地局装置３は、ＴＤＤサービングセル１５
０４、１５０６のそれぞれに対するスペシャルサブフレーム設定１０を示すパラメータsp
ecialSubframePatterns-v13xxを端末装置１に送信している。
【０１１７】
　図１５において、バンドＡに属するＴＤＤサービングセル１５００、１５０２における
スペシャルサブフレームのＧＰは、2192・Ts重複している。図１５において、バンドＢに
属するＴＤＤサービングセル１５０４、１５０６におけるスペシャルサブフレームのＧＰ
は、19744・Ts重複している。図１５において、バンドＡまたはバンドＢに属するＴＤＤ
サービングセル１５００、１５０２、１５０４、１５０６におけるスペシャルサブフレー
ムのＧＰは、2192・Ts重複している。図１５において、異なるバンドにおいて集約される
ＴＤＤサービングセルにおけるスペシャルサブフレームのＧＰは少なくとも1456・Tsの重
複を持つ。従って、図１５で示したスペシャルサブフレーム設定は、異なるバンドに属す
る異なるサービングセルが集約される場合に、前記異なるバンドに属する前記異なるサー
ビングセルにおけるスペシャルサブフレームのガードピリオドが少なくとも所定の秒数（
例えば、1456・Ts）の重複を持つことを想定する端末装置１に対して適切である。
【０１１８】
　図１６において、バンドＡに属するＴＤＤサービングセル１５００、１５０２における
スペシャルサブフレームのＧＰは、2192・Ts重複している。図１６において、バンドＢに
属するＴＤＤサービングセル１５０４、１５０６におけるスペシャルサブフレームのＧＰ
は、2192・Ts重複している。図１６において、バンドＡまたはバンドＢに属するＴＤＤサ
ービングセル１５００、１５０２、１５０４、１５０６におけるスペシャルサブフレーム
のＧＰは、重複していない。図１６において、異なるバンドにおいて集約されるＴＤＤサ
ービングセルにおけるスペシャルサブフレームのＧＰは1456・Tsと同じ、または、1456・
Tsより大きい重複を持たない。従って、図１６で示したスペシャルサブフレーム設定は、
異なるバンドに属する異なるサービングセルが集約される場合に、前記異なるバンドに属
する前記異なるサービングセルにおけるスペシャルサブフレームのガードピリオドが少な
くとも所定の秒数（例えば、1456・Ts）の重複を持つことを想定する端末装置１に対して
不適切である。
【０１１９】
　基地局装置３は、ステップＳ１３０４において、異なるバンドに属する異なるサービン
グセルが集約される場合に、前記異なるバンドに属する前記異なるサービングセルにおけ
るスペシャルサブフレームのガードピリオドが少なくとも所定の秒数（例えば、1456・Ts
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置１から受信した場合、該端末装置１にＴＤＤサービングセル１５０４、１５０６のそれ
ぞれに対するスペシャルサブフレーム設定１０を示すパラメータspecialSubframePattern
s-v13xxを端末装置１に送信しなくてもよい。すなわち、基地局装置３は、該端末装置１
に、図１５で示したスペシャルサブフレーム設定を通知してもよい。
【０１２０】
　基地局装置３は、ステップＳ１３０４において、異なるバンドに属する異なるサービン
グセルが集約される場合に、前記異なるバンドに属する前記異なるサービングセルにおけ
るスペシャルサブフレームのガードピリオドが少なくとも所定の秒数（例えば、1456・Ts
）の重複を持つことを想定しないことを示す能力情報UECapabilityInformationを、端末
装置１から受信した場合、該端末装置１にＴＤＤサービングセル１５０４、１５０６のそ
れぞれに対するスペシャルサブフレーム設定１０を示すパラメータspecialSubframePatte
rns-v13xxを端末装置１に送信してもよい。すなわち、基地局装置は、該端末装置１に、
図１６で示したスペシャルサブフレーム設定を通知してもよい。
【０１２１】
　このように、端末装置１の能力に応じて、端末装置１毎にスペシャルサブフレーム設定
を制御することによって、ガードピリオドのリソースを効率的に使用することができる。
【０１２２】
　以下、ＳＲＳついて説明する。
【０１２３】
　ＳＲＳ系列rSRS(k)は、ＳＲＳ送信に対して算出された送信電力に一致するために振幅
スケーリングファクタβSRSが乗算され、且つ、数式（３）に従ってリソースエレメント
（ｋ，ｌ）にマップされる。
【０１２４】
【数３】

【０１２５】
　ここで、NapはＳＲＳ送信のために用いられるアンテナポートの数であり、kstartは数
式（４）によって定義される周波数領域スターティング位置であり、MRSsc,bは数式（５
）によって定義されるＳＲＳ系列の長さである。
【０１２６】

【数４】
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【数５】

【０１２７】
　ここで、kTC∈{0,1}は、基地局装置３から受信されるパラメータに少なくとも基づいて
与えられる。ここで、ＳＲＳ系列の長さの算出のために用いられるパラメータ／変数mSRS
,bは、上りリンク帯域幅設定NULRB、および、ＵＥスペシフィックパラメータsrs-Bandwid
thを少なくとも参照することによって与えられる。図１７は、本実施形態におけるパラメ
ータmSRS,b(b=0)の値の一例を示す図である。パラメータmSRS,bは、ＳＲＳ帯域幅設定c、
ＵＥスペシフィックパラメータsrs-Bandwidth、上りリンク帯域幅設定NULRBに基づく。CS
RSはＳＲＳ帯域幅設定のセット{0,1,…,7}である。ＵＥスペシフィックパラメータsrs-Ba
ndwidthは、BSRS∈{0,1,2,3}の中から、１つの値を示す。本実施形態において、ＵＥスペ
シフィックパラメータsrs-Bandwidthは“０”を示す。尚、本実施形態において、b= BSRS
 =0である。端末装置１は、ＵＥスペシフィックパラメータsrs-Bandwidthを示す情報を基
地局装置３から受信する。
【０１２８】
　図１７において、ＳＲＳ送信帯域幅cが“２”であり、上りリンク送信帯域幅NULRBの値
が“１００”である場合、パラメータmSRS,0の値は“８０”である。本実施形態において
、上りリンクサブフレームに対するＳＲＳ送信帯域幅c／パラメータmSRS,0の選択方法、
および、ＵｐＰＴＳに対するＳＲＳ送信帯域幅c／パラメータmSRS,0の選択方法は異なる
。本実施形態において、ＵｐＰＴＳにおける第１のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに対するＳＲ
Ｓ送信帯域幅c／パラメータmSRS,0の選択方法、および、ＵｐＰＴＳにおける第２のＳＣ
－ＦＤＭＡシンボルに対するＳＲＳ送信帯域幅c／パラメータmSRS,0の選択方法は異なる
。
【０１２９】
　上りリンクサブフレームにおける最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにおいて送信されるＳ
ＲＳに対するパラメータmSRS,0は、基地局装置３から受信したセルスペシフィックパラメ
ータsrs-BandwidthConfigによって示されるＳＲＳ送信帯域幅設定cを参照することによっ
て与えられる。例えば、セルスペシフィックパラメータsrs-BandwidthConfigがＳＲＳ送
信帯域幅設定２を示しており、且つ、BSRS =0、且つ、NULRB=100の場合、上りリンクサブ
フレームにおける最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにおいて送信されるＳＲＳに対するパラ
メータmSRS,0は“８０”である。
【０１３０】
　図１８は、本実施形態における上りリンクサブフレームにおいて送信されるＳＲＳの一
例を示す図である。図１８において、ＳＲＳ系列は周波数領域においてサービングセルの
上りリンクサブフレームの中心付近のリソースエレメントにマップされる。周波数領域に
おいて、サービングセルの上りリンクサブフレームの上端および下端においてＰＵＣＣＨ
およびＰＲＡＣＨが複数の端末装置から送信される。基地局装置３は、該ＰＵＣＣＨ／Ｐ
ＲＡＣＨとＳＲＳが衝突しないように、セルスペシフィックパラメータsrs-BandwidthCon
figによって示されるＳＲＳ送信帯域幅設定cを制御する。
【０１３１】
　図１９は、本実施形態におけるmSRS,0の再設定が有効（enabled）にされている場合の
ＵｐＰＴＳにおいて送信されるＳＲＳの一例を示す図である。
【０１３２】
　ＵｐＰＴＳに対して、上位層によって与えられるセルスペシフィックパラメータsrsMax
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UpPtsによってmSRS,0の再設定が有効（enabled）にされている場合、mSRS,0は数式（６）
に基づいて再設定される。尚、mSRS,0の再設定は、b= BSRS =0の場合に適用できる。mSRS
,0の再設定は、 BSRSが0ではない場合に適用しない。端末装置１は、セルスペシフィック
パラメータsrsMaxUpPtsを示す情報を、基地局装置３から受信する。
【０１３３】
【数６】

【０１３４】
　ここで、関数maxは、括弧｛・｝内の複数のmcSRS,0の中から、所定の値Ｘを超えない、
最も大きいmcSRS,0を出力する。mcSRS,0は、上りリンク帯域幅設定NULRBのそれぞれに対
応するmSRS,0の候補である。例えば、図１７において、上りリンク帯域幅設定NULRBが“
１００”である場合、複数のmcSRS,0は、最も右の列に記載されているmSRS,0の候補｛４
８，６０，６４，７２，８０，９６｝である。ここで、例えば、所定の値Xが“９０”で
ある場合、mmaxSRS,0は“８０”である。
【０１３５】
　ここで、所定の値Ｘは数式（７）または数式（８）によって与えられる。
【０１３６】

【数７】

【数８】

【０１３７】
　ここで、NRAはＵｐＰＴＳにおけるフォーマット４ＰＲＡＣＨ（リソース）の数であり
、ＰＲＡＣＨの設定に依存する。数式（７）に対応するＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを第１の
シンボルとも称する。数式（８）に対応するＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを第２のシンボルと
も称する。
【０１３８】
　所定の値Xが数式（７）および数式（８）の何れによって与えられるかは、無線フレー
ム内のスロット番号／インデックスns、および／または、スロット内のＳＣ－ＦＤＭＡシ
ンボル番号／インデックスlに少なくとも基づいて決定されてもよい。例えば、ns mod 2=
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0を満たすスロットにおけるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにおいて送信されるＳＲＳに対して
数式（７）が適用されてもよい。例えば、ns mod 2=1を満たすスロットにおける、l=NULs
ymb-Yまたはl<NULsymb-Yを満たすＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにおいて送信されるＳＲＳに対
して数式（７）が適用されてもよい。例えば、ns mod 2=1を満たすスロットにおける、l>
NULsymb-Yを満たすＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにおいて送信されるＳＲＳに対して数式（８
）が適用されてもよい。
【０１３９】
　周波数領域においてフォーマット４ＰＲＡＣＨとＳＲＳが重複／衝突しないようにYの
値を決定するのが好ましい。時間領域においてフォーマット４ＰＲＡＣＨと重複しないＳ
Ｃ－ＦＤＭＡシンボルに対して、数式（７）に基づいてYの値が与えられてもよい。時間
領域においてフォーマット４ＰＲＡＣＨと重複するＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに対して、数
式（８）に基づいてYの値が与えられてもよい。フォーマット４ＰＲＡＣＨとＵｐＰＴＳ
は、(4382-NTA)・Tsの期間、重複する。ここで、NTAは、基地局装置３から受信したＴＡ
（Timing Advance）コマンドに基づいて端末装置１によって算出される、端末装置１での
上りリンクおよび下りリンク無線フレームの間のタイミングオフセットである。
【０１４０】
　図２０は、本実施形態における上りリンク送信タイミングを示す図である。端末装置１
において、上りリンク無線フレーム（ＳＲＳ）送信タイミングは、下りリンク無線フレー
ム受信タイミングより(NTA+ NTAoffset)・Ts秒前進している。ここで、NTAoffsetは固定
のタイミングアドバンスオフセットであり、ＴＤＤに対して“６２４”であり、ＦＤＤに
対して“０”である。フォーマット４ＰＲＡＣＨの送信は、端末装置１におけるNTA=0を
想定する上りリンク無線フレーム送信タイミングに基づくＵｐＰＴＳの最後より4382・Ts
前にスタートする。従って、フォーマット４ＰＲＡＣＨとＵｐＰＴＳは、(4382-NTA)・Ts
の期間、重複する。
【０１４１】
　しかしながら、基地局装置３が送信したＴＡコマンドを端末装置１が正しく受信できな
いことなどが原因となって、基地局装置３は、端末装置１における正確なNTAの値を把握
できない。また、NTAの値は端末装置１毎に制御されている。
【０１４２】
　そこで、端末装置１におけるNTA=0を想定する上りリンク無線フレーム送信タイミング
に基づくＵｐＰＴＳ、および、フォーマット４ＰＲＡＣＨが重複しない期間に対して、数
式（７）が適用されてもよい。また、端末装置１におけるNTA=0を想定する上りリンク無
線フレーム送信タイミングに基づくＵｐＰＴＳ、および、フォーマット４ＰＲＡＣＨが重
複する期間に対して、数式（８）が適用されてもよい。
【０１４３】
　すなわち、第１のシンボルは、端末装置１におけるNTA=0を想定する上りリンク無線フ
レーム送信タイミングに基づくＵｐＰＴＳにおける、フォーマット４ＰＲＡＣＨと重複し
ないＳＣ－ＦＤＭＡシンボルであってもよい。また、第２のシンボルは、端末装置１にお
けるNTA=0を想定する上りリンク無線フレーム送信タイミングに基づくＵｐＰＴＳにおけ
る、フォーマット４ＰＲＡＣＨと重複するＳＣ－ＦＤＭＡシンボルであってもよい。
【０１４４】
　端末装置１におけるNTA=0を想定する上りリンク無線フレーム送信タイミングに基づく
ＵｐＰＴＳ、および、フォーマット４ＰＲＡＣＨが重複しない期間に対して数式（７）が
適用され、且つ、端末装置１におけるNTA=0を想定する上りリンク無線フレーム送信タイ
ミングに基づくＵｐＰＴＳ、および、フォーマット４ＰＲＡＣＨが重複する期間に対して
数式（８）が適用されるように、Yを定義してもよい。
【０１４５】
　ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの長さは上りリンクＣＰ設定に基づくため、Yの値は上りリン
クＣＰ設定に応じて与えられてもよい。図２１は、本実施形態における上りリンクＣＰお
よびYの関係を示す図である。図２１において、上りリンクにおけるノーマルＣＰに対し
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てYは“３”であり、上りリンクにおける拡張ＣＰに対してYは“２”である。
【０１４６】
　図２２は、本実施形態におけるmSRS,0の再設定が無効（disabled）にされている場合の
ＵｐＰＴＳにおいて送信されるＳＲＳの一例を示す図である。mSRS,0の再設定が無効（di
sabled）にされている場合、mmaxSRS,0は数式（９）によって与えられる。すなわち、mSR
S,0の再設定が無効（disabled）にされている場合、ＵｐＰＴＳに対するmSRS,0の値は上
りリンクサブフレームに対するmSRS,0の値と同じである。
【０１４７】
【数９】

【０１４８】
　以下、本実施形態における装置の構成について説明する。
【０１４９】
　図２３は、本実施形態の端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。図示するよう
に、端末装置１は、無線送受信部１０、および、上位層処理部１４を含んで構成される。
無線送受信部１０は、アンテナ部１１、ＲＦ（Radio Frequency）部１２、および、ベー
スバンド部１３を含んで構成される。上位層処理部１４は、媒体アクセス制御層処理部１
５、無線リソース制御層処理部１６、および、選択部１７を含んで構成される。無線送受
信部１０を送信部、受信部、または、物理層処理部とも称する。
【０１５０】
　上位層処理部１４は、ユーザの操作等により生成された上りリンクデータ（トランスポ
ートブロック）を、無線送受信部１０に出力する。上位層処理部１４は、媒体アクセス制
御（MAC: Medium Access Control）層、パケットデータ統合プロトコル（Packet Data Co
nvergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制御（Radio Link Control: RLC）層、無線
リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層の処理を行なう。
【０１５１】
　上位層処理部１４が備える媒体アクセス制御層処理部１５は、媒体アクセス制御層の処
理を行う。媒体アクセス制御層処理部１５は、無線リソース制御層処理部１６によって管
理されている各種設定情報／パラメータに基づいて、スケジューリングリクエストの伝送
の制御を行う。
【０１５２】
　上位層処理部１４が備える無線リソース制御層処理部１６は、無線リソース制御層の処
理を行う。無線リソース制御層処理部１６は、自装置の各種設定情報／パラメータの管理
をする。無線リソース制御層処理部１６は、基地局装置３から受信した上位層の信号に基
づいて各種設定情報／パラメータをセットする。すなわち、無線リソース制御層処理部１
６は、基地局装置３から受信した各種設定情報／パラメータを示す情報に基づいて各種設
定情報／パラメータをセットする。
【０１５３】
　無線送受信部１０は、変調、復調、符号化、復号化などの物理層の処理を行う。無線送
受信部１０は、基地局装置３から受信した信号を、分離、復調、復号し、復号した情報を
上位層処理部１４に出力する。無線送受信部１０は、データを変調、符号化することによ
って送信信号を生成し、基地局装置３に送信する。
【０１５４】
　ＲＦ部１２は、アンテナ部１１を介して受信した信号を、直交復調によりベースバンド
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信号に変換し（ダウンコンバート: down covert）、不要な周波数成分を除去する。ＲＦ
部１２は、処理をしたアナログ信号をベースバンド部に出力する。
【０１５５】
　ベースバンド部１３は、ＲＦ部１２から入力されたアナログ信号を、アナログ信号をデ
ィジタル信号に変換する。ベースバンド部１３は、変換したディジタル信号からＣＰ（Cy
clic Prefix）に相当する部分を除去し、ＣＰを除去した信号に対して高速フーリエ変換
（Fast Fourier Transform: FFT）を行い、周波数領域の信号を抽出する。
【０１５６】
　ベースバンド部１３は、データを逆高速フーリエ変換（Inverse Fast Fourier Transfo
rm: IFFT）して、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを生成し、生成されたＳＣ－ＦＤＭＡシンボル
にＣＰを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成し、ベースバンドのディジタル信
号をアナログ信号に変換する。ベースバンド部１３は、変換したアナログ信号をＲＦ部１
２に出力する。
【０１５７】
　ＲＦ部１２は、ローパスフィルタを用いてベースバンド部１３から入力されたアナログ
信号から余分な周波数成分を除去し、アナログ信号を搬送波周波数にアップコンバート（
up convert）し、アンテナ部１１を介して送信する。また、ＲＦ部１２は、電力を増幅す
る。また、ＲＦ部１２は送信電力を制御する機能を備えてもよい。ＲＦ部１２を送信電力
制御部とも称する。
【０１５８】
　図２４は、本実施形態の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。図示するよ
うに、基地局装置３は、無線送受信部３０、および、上位層処理部３４を含んで構成され
る。無線送受信部３０は、アンテナ部３１、ＲＦ部３２、および、ベースバンド部３３を
含んで構成される。上位層処理部３４は、媒体アクセス制御層処理部３５、および、無線
リソース制御層処理部３６を含んで構成される。無線送受信部３０を送信部、受信部、ま
たは、物理層処理部とも称する。
【０１５９】
　上位層処理部３４は、媒体アクセス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケット
データ統合プロトコル（Packet Data Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制御
（Radio Link Control: RLC）層、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層
の処理を行なう。
【０１６０】
　上位層処理部３４が備える媒体アクセス制御層処理部３５は、媒体アクセス制御層の処
理を行う。媒体アクセス制御層処理部３５は、無線リソース制御層処理部３６によって管
理されている各種設定情報／パラメータに基づいて、スケジューリングリクエストに関す
る処理を行う。
【０１６１】
　上位層処理部３４が備える無線リソース制御層処理部３６は、無線リソース制御層の処
理を行う。無線リソース制御層処理部３６は、物理下りリンク共用チャネルに配置される
下りリンクデータ（トランスポートブロック）、システムインフォメーション、ＲＲＣメ
ッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）などを生成し、又は上位ノードから取得し
、無線送受信部３０に出力する。また、無線リソース制御層処理部３６は、端末装置１各
々の各種設定情報／パラメータの管理をする。無線リソース制御層処理部３６は、上位層
の信号を介して端末装置１各々に対して各種設定情報／パラメータをセットしてもよい。
すなわち、無線リソース制御層処理部３６は、各種設定情報／パラメータを示す情報を送
信／報知する。
【０１６２】
　無線送受信部３０の機能は、無線送受信部１０と同様であるため説明を省略する。
【０１６３】
　以下、本実施形態における、端末装置１および基地局装置３の種々の態様について説明
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する。
【０１６４】
　（１）本実施形態の第１の態様は、集約される複数のサービングセルにおいて基地局装
置３と通信する端末装置１であって、集約される複数のサービングセルのそれぞれに対す
るスペシャルサブフレーム設定（specialSubframePatterns (without suffix)、specialS
ubframePatterns-v1130、および／または、specialSubframePatterns-v13xx）を示すパラ
メータを受信する受信部１０と、異なるバンドに属する異なるサービングセルが集約され
る場合に、前記異なるバンドに属する前記異なるサービングセルにおけるスペシャルサブ
フレームのガードピリオドが少なくとも所定の秒数の重複を持つことを前記端末装置が想
定するかどうかを示す能力情報UECapabilityInformationを送信する送信部１０と、を備
える。
【０１６５】
　（２）本実施形態の第１の態様において、端末装置１は、同じバンドに属する異なるサ
ービングセルが集約される場合に、前記同じバンドに属する前記異なるサービングセルに
おける前記スペシャルサブフレームの前記ガードピリオドが少なくとも所定の秒数の重複
を持つと想定する。
【０１６６】
　（３）本実施形態の第１の態様において、前記能力情報UECapabilityInformationは、
３シンボル、または、３より多いシンボルを含むＵｐＰＴＳ（Uplink Pilot Time Slot）
に対応するスペシャルサブフレーム設定を、前記端末装置がサポートするかどうかを示す
。
【０１６７】
　（４）本実施形態の第１の態様において、前記集約される複数のサービングセルのそれ
ぞれに対して、フレーム構造タイプ２が用いられる。
【０１６８】
　（５）本実施形態の第２の態様は、集約される複数のサービングセルにおいて端末装置
１と通信する基地局装置３であって、集約される複数のサービングセルのそれぞれに対す
るパラメータであって、スペシャルサブフレームの設定を示す前記パラメータ（specialS
ubframePatterns (without suffix)、specialSubframePatterns-v1130、および／または
、specialSubframePatterns-v13xx）を送信する送信部３０と、異なるバンドに属する異
なるサービングセルが集約される場合に、前記異なるバンドに属する前記異なるサービン
グセルにおける前記スペシャルサブフレームのガードピリオドが少なくとも所定の秒数の
重複を持つことを前記端末装置が想定するかどうかを示す能力情報UECapabilityInformat
ionを受信する受信部３０と、を備える。
【０１６９】
　（６）本実施形態の第２の態様において、基地局装置３は、同じバンドに属する異なる
サービングセルが集約される場合に、前記同じバンドに属する前記異なるサービングセル
における前記スペシャルサブフレームの前記ガードピリオドが少なくとも所定の秒数の重
複を持つように、前記パラメータの値をセットする。
【０１７０】
　（７）本実施形態の第２の態様において、前記能力情報UECapabilityInformationは、
３シンボル、または、３より多いシンボルを含むＵｐＰＴＳ（Uplink Pilot Time Slot）
に対応するスペシャルサブフレーム設定を、前記端末装置がサポートするかどうかを示す
。
【０１７１】
　（８）本実施形態の第２の態様において、前記集約される複数のサービングセルのそれ
ぞれに対して、フレーム構造タイプ２が用いられる。
【０１７２】
　（９）本実施形態の第３の態様は、端末装置１であって、ユーザ装置スペシフィックパ
ラメータsrs-Bandwidth、第１のセルスペシフィックパラメータsrs-BandwidthConfig、お
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よび、第２のセルスペシフィックパラメータsrsMaxUpPtsを受信する受信部１０と、ＳＲ
Ｓ（Sounding Reference Signal）を送信する送信部１０と、を備え、前記第１のセルス
ペシフィックパラメータsrs-BandwidthConfigは、ＳＲＳ帯域幅設定cを示し、前記第２の
セルスペシフィックパラメータsrsMaxUpPtsは、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴＳ（U
plink Pilot Time Slot）に対して、ＳＲＳ系列の長さMRSsc,bを算出するために用いられ
る第１のパラメータmSRS,0の再設定が適用されることを示し、上りリンクサブフレームに
対して、前記第１のパラメータmSRS,0の値は、前記ユーザ装置スペシフィックパラメータ
srs-Bandwidth、前記第１のセルスペシフィックパラメータsrs-BandwidthConfig、および
、周波数領域におけるリソースブロックのサイズの倍数によって表される上りリンク帯域
幅設定NULRBに、少なくとも基づき、前記ＵｐＰＴＳに対して、前記第２のセルスペシフ
ィックパラメータsrsMaxUpPtsによって前記第１のパラメータmSRS,0の再設定が有効にさ
れている場合、前記第１のパラメータの値mSRS,0は、複数の値のうち所定の値Xと同じ、
または、前記所定の値Xよりも小さい値であり、且つ、前記複数の値のうち最も大きい値
であり、前記ＵｐＰＴＳにおける第１のシンボルに対して、前記所定の値Xは前記上りリ
ンク帯域幅設定NULRBの値であり、前記ＵｐＰＴＳにおける第２のシンボルに対して、前
記所定の値Xは前記上りリンク帯域幅設定NULRBの値から第１の値を減算した値であり、前
記第１の値は、前記ＵｐＰＴＳにおけるフォーマット４ＰＲＡＣＨ（Physical Random Ac
cess CHannel）の数NRAを６倍した値である。
【０１７３】
　（１０）本実施形態の第３の態様において、前記ＵｐＰＴＳにおける前記第１のシンボ
ルは、時間領域において、前記ＵｐＰＴＳにおける所定のシンボルよりも前のシンボルを
含み、前記ＵｐＰＴＳにおける前記第２のシンボルは、時間領域において、前記所定のシ
ンボル、および、前記所定のシンボルよりも後のシンボルを含む。
【０１７４】
　（１１）本実施形態の第３の態様において、前記ＵｐＰＴＳにおける前記第２のシンボ
ルの数は、上りリンクサイクリックプリフィックス設定に基づく。
【０１７５】
　（１２）本実施形態の第３の態様において、前記ＵｐＰＴＳに対して、前記第２のセル
スペシフィックパラメータsrsMaxUpPtsによって前記第１のパラメータmSRS,0の再設定が
無効にされている場合、前記第１のパラメータmSRS,0の値は、前記上りリンクサブフレー
ムに対する前記第１のパラメータmSRS,0の値と同じである。
【０１７６】
　（１３）本実施形態の第３の態様において、前記複数の値は、少なくとも、前記上りリ
ンク帯域幅設定NULRBの値に基づく。
【０１７７】
　（１４）本実施形態の第３の態様において、前記複数の値は、少なくとも、前記ＳＲＳ
帯域幅設定の値に対応する。
【０１７８】
　（１５）本実施形態の第３の態様において、前記第１のパラメータの再設定mSRS,0は、
前記ユーザ装置スペシフィックパラメータsrs-Bandwidthの値が０の場合にのみ適用され
る。
【０１７９】
　（１６）本実施形態の第３の態様において、前記複数の値は、前記上りリンク帯域幅設
定NULRBに対する前記第１のパラメータmSRS,0の値の候補である。
【０１８０】
　（１７）本実施形態の第３の態様において、前記複数の値は、前記ユーザ装置スペシフ
ィックパラメータsrs-Bandwidthの値が０の場合において、前記上りリンク帯域幅設定NUL

RBに対する前記ＳＲＳ帯域幅設定のセットCSRSに対応する。
【０１８１】
　（１８）本実施形態の第４の態様は、基地局装置３であって、ユーザ装置スペシフィッ
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クパラメータsrs-Bandwidth、第１のセルスペシフィックパラメータsrs-BandwidthConfig
、および、第２のセルスペシフィックパラメータsrsMaxUpPtsを送信する送信部３０と、
ＳＲＳ（Sounding Reference Signal）を受信する受信部３０と、を備え、前記第１のセ
ルスペシフィックパラメータsrs-BandwidthConfigは、ＳＲＳ帯域幅設定cを示し、前記第
２のセルスペシフィックパラメータsrsMaxUpPtsは、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴ
Ｓ（Uplink Pilot Time Slot）に対して、ＳＲＳ系列の長さMRSsc,bを算出するために用
いられる第１のパラメータmSRS,0の再設定が適用されることを示し、上りリンクサブフレ
ームに対して、前記第１のパラメータmSRS,0の値は、前記ユーザ装置スペシフィックパラ
メータsrs-Bandwidth、前記第１のセルスペシフィックパラメータsrs-BandwidthConfig、
および、周波数領域におけるリソースブロックのサイズの倍数によって表される上りリン
ク帯域幅設定NULRBに、少なくとも基づき、前記ＵｐＰＴＳに対して、前記第２のセルス
ペシフィックパラメータsrsMaxUpPtsによって前記第１のパラメータmSRS,0の再設定が有
効にされている場合、前記第１のパラメータの値mSRS,0は、複数の値のうち所定の値Xと
同じ、または、前記所定の値Xよりも小さい値であり、且つ、前記複数の値のうち最も大
きい値であり、前記ＵｐＰＴＳにおける第１のシンボルに対して、前記所定の値Xは前記
上りリンク帯域幅設定NULRBの値であり、前記ＵｐＰＴＳにおける第２のシンボルに対し
て、前記所定の値Xは前記上りリンク帯域幅設定NULRBの値から第１の値を減算した値であ
り、前記第１の値は、前記ＵｐＰＴＳにおけるフォーマット４ＰＲＡＣＨ（Physical Ran
dom Access CHannel）の数NRAを６倍した値である。
【０１８２】
　（１９）本実施形態の第４の態様において、前記ＵｐＰＴＳにおける前記第１のシンボ
ルは、時間領域において、前記ＵｐＰＴＳにおける所定のシンボルよりも前のシンボルを
含み、前記ＵｐＰＴＳにおける前記第２のシンボルは、時間領域において、前記所定のシ
ンボル、および、前記所定のシンボルよりも後のシンボルを含む。
【０１８３】
　（２０）本実施形態の第４の態様において、前記ＵｐＰＴＳにおける前記第２のシンボ
ルの数は、上りリンクサイクリックプリフィックス設定に基づく。
【０１８４】
　（２１）本実施形態の第４の態様において、前記ＵｐＰＴＳに対して、前記第２のセル
スペシフィックパラメータsrsMaxUpPtsによって前記第１のパラメータmSRS,0の再設定が
無効にされている場合、前記第１のパラメータmSRS,0の値は、前記上りリンクサブフレー
ムに対する前記第１のパラメータmSRS,0の値と同じである。
【０１８５】
　（２２）本実施形態の第４の態様において、前記複数の値は、少なくとも、前記上りリ
ンク帯域幅設定NULRBの値に基づく。
【０１８６】
　（２３）本実施形態の第４の態様において、前記複数の値は、少なくとも、前記ＳＲＳ
帯域幅設定の値に対応する。
【０１８７】
　（２４）本実施形態の第４の態様において、前記第１のパラメータの再設定mSRS,0は、
前記ユーザ装置スペシフィックパラメータsrs-Bandwidthの値が０の場合にのみ適用され
る。
【０１８８】
　（２５）本実施形態の第４の態様において、前記複数の値は、前記上りリンク帯域幅設
定NULRBに対する前記第１のパラメータmSRS,0の値の候補である。
【０１８９】
　（２６）本実施形態の第４の態様において、前記複数の値は、前記ユーザ装置スペシフ
ィックパラメータsrs-Bandwidthの値が０の場合において、前記上りリンク帯域幅設定NUL

RBに対する前記ＳＲＳ帯域幅設定のセットCSRSに対応する。
【０１９０】
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　これにより、端末装置および基地局装置は互いに、ＵｐＰＴＳまたはＳＲＳを用いて効
率的に通信することができる。
【０１９１】
　本発明に関わる基地局装置３、および端末装置１で動作するプログラムは、本発明に関
わる上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等を制
御するプログラム（コンピュータを機能させるプログラム）であっても良い。そして、こ
れら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的にＲＡＭ（Random Access Memory）
に蓄積され、その後、Ｆｌａｓｈ　ＲＯＭ（Read Only Memory)などの各種ＲＯＭやＨＤ
Ｄ（Hard Disk Drive）に格納され、必要に応じてＣＰＵによって読み出し、修正・書き
込みが行われる。
【０１９２】
　尚、上述した実施形態における端末装置１、基地局装置３の一部、をコンピュータで実
現するようにしても良い。その場合、この制御機能を実現するためのプログラムをコンピ
ュータが読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコ
ンピュータシステムに読み込ませ、実行することによって実現しても良い。
【０１９３】
　尚、ここでいう「コンピュータシステム」とは、端末装置１、又は基地局装置３に内蔵
されたコンピュータシステムであって、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとす
る。また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁
気ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハ
ードディスク等の記憶装置のことをいう。
【０１９４】
　さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワー
クや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時間
、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュー
タシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含ん
でも良い。また上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても
良く、さらに前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムと
の組み合わせで実現できるものであっても良い。
【０１９５】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、複数の装置から構成される集合体（
装置グループ）として実現することもできる。装置グループを構成する装置の各々は、上
述した実施形態に関わる基地局装置３の各機能または各機能ブロックの一部、または、全
部を備えてもよい。装置グループとして、基地局装置３の一通りの各機能または各機能ブ
ロックを有していればよい。また、上述した実施形態に関わる端末装置１は、集合体とし
ての基地局装置と通信することも可能である。
【０１９６】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、ＥＵＴＲＡＮ（Evolved Universal 
Terrestrial Radio Access Network）であってもよい。また、上述した実施形態における
基地局装置３は、ｅＮｏｄｅＢに対する上位ノードの機能の一部または全部を有してもよ
い。
【０１９７】
　また、上述した実施形態における端末装置１、基地局装置３の一部、又は全部を典型的
には集積回路であるＬＳＩとして実現してもよいし、チップセットとして実現してもよい
。端末装置１、基地局装置３の各機能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一部、又
は全部を集積してチップ化してもよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回
路、又は汎用プロセッサで実現しても良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替
する集積回路化の技術が出現した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能であ
る。
【０１９８】
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　また、上述した実施形態では、通信装置の一例として端末装置を記載したが、本願発明
は、これに限定されるものではなく、屋内外に設置される据え置き型、または非可動型の
電子機器、たとえば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機器、空調機器、オフィス機
器、自動販売機、自動車、自転車、その他生活機器などの端末装置もしくは通信装置にも
適用出来る。
【０１９９】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【符号の説明】
【０２００】
１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）　端末装置
３　基地局装置
１０　無線送受信部
１１　アンテナ部
１２　ＲＦ部
１３　ベースバンド部
１４　上位層処理部
１５　媒体アクセス制御層処理部
１６　無線リソース制御層処理部
１７　選択部
３０　無線送受信部
３１　アンテナ部
３２　ＲＦ部
３３　ベースバンド部
３４　上位層処理部
３５　媒体アクセス制御層処理部
３６　無線リソース制御層処理部
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